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第１回定例会　　新年度予算などを可決
予算総額　９０億６７００万円
議会のホームページ（https://www.town.shirakawa.lg.jp/gikai）もご覧ください。

新たな歴史のスタート！
　　　　　　　白川中学校

ありがとう！　佐見中学校



総
額
で
90
億
6
7
0
０
万
円
に

庁
舎
整
備
・
生
活
環
境
・
教
育
振
興
な
ど
に
重
点

新年度予算
第１回定例会

　
町
議
会
第
１
回
定
例
会
を
２
月
28
日
か
ら
３
月
18
日

に
か
け
て
開
き
ま
し
た
。

　
町
長
が
新
年
度
に
向
け
て
の
施
政
方
針
、
教
育
長
が

教
育
運
営
基
本
方
針
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
新
年
度
各

会
計
予
算
案
を
は
じ
め
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
、
条
例

の
改
正
、
人
事
案
件
な
ど
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
24
の

議
案
を
慎
重
に
審
議
。
一
般
議
案
の
中
で
、
令
和
４

年
度
一
般
会
計
予
算
並
び
に
５
つ
の
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て
は
、
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
、
い
ず
れ
も
原
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
町
政
の
課
題

点
を
質
問
し
ま
し
た
。

令和4年度 各会計予算の規模
会　　計　　名 予　算　額 前年度当初予算額 前年度当初比

合　　　計

一　　　般　　　会　　　計

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道

地域振興券交付事業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

特
　
別
　
会
　
計

61億1,000万円

9億9,700万円

5億5,600万円

4,000万円

12億1,000万円

1億5,400万円

90億6,700万円

60億3,000万円

9億2,100万円

5億4,800万円

4,150万円

12億1,600万円

1億4,200万円

88億9,850万円

1.3%増

8.3%増

1.5%増

3.6%減

0.5%減

8.5%増

1.9%増

町長施政方針　～基本施策は５つの柱～
　令和４年度は、「白川町第６次総合計画」の策定２年目に向けて次の施策を基本として町政運営に邁進する。
　　○産業・経済の循環に地域資源を活かす
　　　　農林業、観光、商工業の振興、なりわいづくり
　　○生きがいと活躍の場を作り、健やかな暮らしに活かす
　　　　社会保障、子育て、高齢者福祉、障がい者福祉の充実
　　○最新技術と情報を安全・安心な暮らしに活かす
　　　　道路交通網、防災対策、生活環境の充実
　　○ふるさと愛を育み次世代のまちづくりに活かす
　　　　教育環境、生涯学習、スポーツの充実
　　○住み続ける人、住みたい人の良さ、つながりを活かす
　　　　地域間交流、移住定住、地域コミュニティ活動の推進

令和4年度の主な事業

令和4年度一般会計歳入歳出予算の内訳

▶産業・経済の循環に地域資源を活かす
・なりわいづくり創出事業 　　　　　
・商工振興事務費 　　　　　　
・道の駅施設管理運営事業　　　
・町有林管理事業　　　　　　　
・森林整備促進事業　　　　　
・林道整備事業　　　　　　　
▶生きがいと活躍の場を作り、健やかな暮らしに活
　かす
・障がい者支援費事業　  
・老人福祉対策費　　　　　　　
・福祉医療助成事業　　　　　　
・予防接種事業　　　　　　　　
・保育園運営事業　　　　　　

▶最新技術と情報を安全・安心な暮らしに活かす
・庁舎整備事業　　　　　　　
・消防団活動費　　　　　　
・避難所機能強化事業　
・公共交通対策事業　　
▶ふるさと愛を育み次世代のまちづくりに活かす
・教育研究推進事業　　　　　
・給食センター運営事業　　　
・美濃白川楽集館管理運営事業　
▶住み続ける人、住みたい人の良さ、つながりを
　活かす
・まちおこし推進事業　　　　
・移住定住・交流推進事業　　　　
・地域おこし協力隊事業　　　　

繰入金
4億4,568万円

7%

地方消費税交付金
1億6,000万円

3%

その他
1億4,900万円

2%

町税
9億4,562万円

16%

その他
3億4,372万円

6%

地方交付税
25億2,000万円

41%

国庫支出金
4億4,977万円

7%

県支出金
5億6,971万円

9%

町債
5億2,650万円

9%

自主財源29%

依存財源71%

災害復旧費
2,801万円
1％

商工費
1億3,280万円

2％

消防費
2億7,599万円

5％

議会費
6,011万円
1％予備費等

3,001万円
1％

総務費
11億8,126万円

19％

民生費
13億1,345万円

22％

公債費
7億6,073万円

11％

衛生費
6億5,201万円

11％

農林水産業費
5億4,887万円

9％

土木費
5億532万円

8％

教育費
6億2,144万円

10％

 1，429万円
３，８９６万円
２，４６７万円
４，４３６万円

　８，０２２万円
１億１，１８０万円

      ２億８，８１６万円
４，６１２万円
７，８５０万円
４，９８９万円

　５，１６６万円

　９，７８３万円
　　５，５００万円

　　　　１，８１３万円
　　　１億６，５８２万円

　４，７７３万円
１億４，２８７万円

３，５７４万円

　　１，０３２万円
３，５３６万円

　１，０５３万円

令和 4 年 5 月 1 日 23 しらかわ議会だより No.203
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１
．庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
実
施
設
計
に
移
る
こ
と
と
な
る
が
、幅
広
く
町

民
の
声
に
耳
を
傾
け
、利
便
性
、機
能
性
等
を
考
慮
し
た
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設

と
な
る
よ
う
十
分
配
慮
さ
れ
た
い
。

２
．ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
た
事

業
展
開
が
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、令
和
４
年
度
中
に
行
政
が
担
う
部
分
と
民
間

が
担
う
部
分
の
明
確
化
を
図
り
、効
果
的
に
事
業
が
推
進
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と

十
分
調
整
を
図
ら
れ
た
い
。

３
．持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
の
地
域
運
営
組
織
育
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

自
発
的
な
活
動
に
向
け
て
そ
の
研
究・育
成
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
認
識
す
る
が
、人
口

減
少
に
伴
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
既
存
組
織
の
弱
体
化
が
指
摘
さ
れ
る
今
、無
理
の

な
い
推
進
に
つ
い
て
十
分
配
慮
し
て
進
め
ら
れ
た
い
。

４
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、感
染
者
数
は
高
止
ま
り
の
傾
向
に
あ
る
。町
と
し
て
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
、検

査
体
制
強
化
、感
染
者
、濃
厚
接
触
者
の
支
援
な
ど
に
引
き
続
き
柔
軟
で
万
全
な
対
策

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

５
．茶
業
振
興
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、各
種
の
振
興
策
を
長
年
に
わ
た
っ
て
講
じ
て
い
る

が
、大
き
な
成
果
を
得
ら
れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。厳
し
い
状
況
下

で
は
あ
る
が
、発
想
の
転
換
を
図
り
、新
し
い
売
り
先
の
確
保
、新
し
い
流
通
経
路
の
開

拓
等
に
一
層
努
め
ら
れ
た
い
。

６
．上
麻
生
防
災
の
発
生
土
利
活
用
事
業
に
お
い
て
、残
土
処
理
場
の
基
本
設
計
委
託
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、最
終
的
に
事
業
着
手
と
な
る
と
多
大
な
経
費
を
伴
う
こ
と
か

ら
、関
係
機
関
と
十
分
協
議
し
た
上
で
、実
施
に
あ
た
っ
て
は
事
業
効
果
を
見
極
め
て

慎
重
に
対
処
さ
れ
た
い
。

７
．令
和
２
年
１
月
に
示
さ
れ
た「
学
校
再
編
に
関
す
る
方
針
」で
は
、新
し
い
施
設
一
体
型

小
中
学
校
を
令
和
８
年
４
月
に
開
校
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
る
が
、限
ら
れ

た
期
間
で
地
元
の
理
解
を
得
る
こ
と
、ま
た
厳
し
い
町
の
財
政
状
況
等
か
ら
、そ
の
実

現
を
疑
問
視
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。新
し
い
学
校
の
事
業
規
模
、必
要
と
な
る
財
源
、ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
等
を
早
期
に
ま
と
め
上
げ
、ま
ず
は
新
年
度
の
早
い
時
期
に
最
終
的
な

町
の
方
針
を
示
さ
れ
た
い
。

審
査
意
見

積
割
合
を
２５
％
ま
で
拡
大
す
る
計
画
と

し
て
い
る
。町
で
は
、こ
の
事
業
を
活
用

し
て
有
機
農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
や
有

機
野
菜
の
流
通
経
路
の
検
討
、販
売
先

の
模
索
、新
規
就
農
者
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

●
森
林
環
境
譲
与
税

問

　本
譲
与
税
の
使
途
は
ど
の
よ
う

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
基
金

の
積
み
立
て
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
本
譲
与
税
の
使
途
は
、林
業
担
い

手
育
成
や
山
林
境
界
の
調
査
測
量
、出

産
祝
に
町
内
企
業
製
作
の
木
製
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
な
ど
に
充
て
て
い

る
。又
、積
み
立
て
て
い
る
基
金
は
、役
場

新
庁
舎
建
設
等
公
共
施
設
の
木
質
化
に

利
用
を
予
定
し
て
い
る
。

●
上
麻
生
防
災
事
業

問
　発
生
土
利
活
用
事
業
の
方
向
性
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
発
生
土
利
活
用
に
つ
い
て
候
補
地

の
選
定
な
ど
方
向
性
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

国
と
協
議
中
の
た
め
、現
時
点
で
は
明

確
に
な
っ
て
い
な
い
。上
麻
生
防
災
工
事

の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
が
始
ま
る
令
和
６
年

度
は
、庁
舎
整
備
や
学
校
建
設
と
時
期

が
重
な
り
財
源
確
保
に
お
い
て
も
難
し

く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、関
係

機
関
と
十
分
な
協
議
の
上
進
め
て
い
き

た
い
。

●
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進

問
　普
及
推
進
補
助
金
の
計
画
基
数
が

倍
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

答
　
合
併
処
理
浄
化
槽
普
及
促
進
事
業

の
計
画
基
数
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
度

か
ら
単
独
浄
化
槽
だ
け
で
な
く
、汲
み
取

り
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
し

た
場
合
も
補
助
の
対
象
と
な
る
改
正
が

行
わ
れ
た
た
め
、申
請
予
定
基
数
を
昨
年

よ
り
多
く
見
込
ん
で
い
る
。

●
学
校
再
編
に
関
す
る
方
針

問
　最
終
的
な
町
の
方
針
は
ど
の
よ

う
か
。

答
　
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、地
域
住
民

の
合
意
形
成
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
、

概
ね
合
意
が
な
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
た

の
ち
、学
校
配
置
や
新
校
舎
建
設
の
具

体
的
な
計
画
が
実
行
で
き
る
も
の
と
考

え
る
。こ
れ
ま
で
、保
護
者
を
対
象
に

行
っ
て
き
た
学
校
再
編
に
関
す
る
説
明

会
を
、令
和
４
年
度
初
頭
に
は
、自
治
協

議
会
単
位
で
地
域
住
民
を
対
象
に
開
催

す
る
計
画
で
あ
る
。新
校
舎
建
設
の
基

本
計
画
な
ど
を
策
定
す
る
必
要
も
あ
り
、

早
期
に
合
意
形
成
に
努
め
、令
和
８
年
４

月
施
設
一
体
型
小
中
学
校
の
開
校
を
目

指
す
。新
校
舎
の
事
業
規
模
や
財
源
、ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
は
、町
と
教

育
委
員
会
で
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

　
令
和
４
年
度
各
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、議
員
全
員
に
よ
る
予
算
決
算
審
査

常
任
委
員
会
で
、２
日
間
に
わ
た
っ
て
課

ご
と
に
質
疑
応
答
を
行
い
、徹
底
検
証

し
ま
し
た
。本
会
議
で
は
、委
員
長
か

ら
、７
点
の
審
査
意
見
を
付
し
て
可
決

し
た
旨
報
告
が
あ
り
、佐
伯
好
典
議
員

及
び
三
戸
勝
徳
議
員
が
、各
会
計
予
算

に
賛
成
討
論
を
行
っ
た
後
採
決
さ
れ
、

一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
に
つ
い

て
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
し
ま
し

た
。委
員
会
で
の
主
な
質
疑
と
審
査
意

見
・
賛
成
討
論
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
新
庁
舎
建
設

問
　庁
舎
整
備
事
業
の
用
地
買
収
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
現
在
、庁
舎
建
設
基
本
計
画・基
本

設
計
を
策
定
し
て
い
る
。計
画
が
完
成
し

た
後
、県
の
事
業
認
定
を
受
け
用
地
買

収
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。事
業
認
定
が

決
定
す
る
ま
で
に
３
ヶ
月
ほ
ど
か
か
る
見

込
み
で
あ
り
、手
続
き
が
順
調
に
進
ん
だ

と
し
て
も
、令
和
４
年
５
月
以
降
の
買
収

と
な
る
。

●
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

問
　今
回
増
設
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
箇
所
は
ど
こ
か
。

答
　
既
存
の
１２
か
所
に
加
え
、上
佐
見

吉
田
橋
付
近
、も
み
じ
橋
付
近
、村
君
の

金
山
境
、下
油
井
駅
、河
岐
ト
ン
ネ
ル
、

中
川
の
東
白
川
境
、三
川
友
渕
の
交
差

点
、切
井
中
野
方
峠
、黒
川
東
白
川
ト
ン

ネ
ル
、柿
反
上
、遠
見
場
地
内
の
計
１１
箇

所
を
予
定
し
て
い
る
。特
に
町
外
か
ら
の

往
来
を
記
録
す
る
た
め
に
設
置
す
る
も

の
で
、中
部
電
力
の「
見
守
り
ポ
ー
ル
」と

い
う
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

●
応
援
人
口
の
創
出

問
　副
業
人
材
活
用
事
業
に
つ
い
て
、事

業
内
容
と
目
的
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
都
市
部
の
優
れ
た
人
材
を
募
集

し
、町
内
企
業
の
課
題
解
決
を
副
業
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
事
業
で
あ

る
。町
と
し
て
は
、副
業
者
の
募
集
に
必

要
な
掲
載
料
と
町
に
来
て
い
た
だ
く
際

の
旅
費
を
補
助
す
る
こ
と
で
、町
内
企
業

を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。副
業
で

あ
る
た
め
、月
額
３
〜
５
万
円
ほ
ど
の
謝

金
で
優
秀
な
人
材
を
雇
う
こ
と
が
で
き

る
。実
際
に
、町
内
の
事
業
所
で
募
集
し

た
事
例
が
あ
り
、多
く
の
応
募
を
い
た
だ

い
た
。応
募
い
た
だ
い
た
方
か
ら
１
名
を

雇
い
、現
在
も
課
題
解
決
に
向
け
て
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

●
地
域
運
営
組
織
の
育
成

問
　地
域
運
営
組
織
育
成
事
業
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
な
計
画
で
推
進
し
て
い
く

の
か
。

答
　
地
域
運
営
組
織
は
、住
民
が
主
体

と
な
っ
て
、地
域
の
課
題
を
自
分
た
ち
で

解
決
し
て
い
く
組
織
を
想
定
し
て
い
る
。

既
存
の
組
織
と
の
調
整
は
行
い
つ
つ
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
運
営

し
て
い
く
」と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、今
後
３
年
間

程
度
を
組
織
化
の
た
め
の
準
備
期
間
と

し
た
い
。各
地
域
に
出
向
き
、先
行
事
例

を
示
し
な
が
ら
町
と
し
て
の
考
え
を
住

民
に
伝
え
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

●
地
域
高
齢
者
保
健
事
業
と
介
護

　予
防
の一体
的
実
施
事
業

問
　本
事
業
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る

高
齢
者
に
対
し
、
積
極
的
に
か
か
わ
っ

て
い
く
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
全
体
的
な
対
応
と
し
て
、町
内
５
地

予
算
を
徹
底
チ
ェ
ッ
ク

第２回定例会

区
で
開
催
し
て
い
る
介
護
予
防
教
室「
ま

め
な
会
」に
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
出

向
き
、フ
レ
イ
ル
予
防
健
康
教
育
と
健
康

相
談
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。ハ
イ
リ

ス
ク
の
方
に
つ
い
て
は
、町
の
健
康
診
断

の
結
果
を
活
用
し
て
、医
療
機
関
へ
の
受

診
勧
奨
や
保
健
指
導
に
つ
い
て
、保
健
師

や
管
理
栄
養
士
が
個
別
に
対
応
し
て
い
く
。

●
茶
業
振
興
に
つ
い
て

問

　茶
販
路
開
拓
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
事
業
内
容
を
計
画
し

て
い
る
か
。

答
　
町
内
外
で
の
販
売
促
進
活
動
や
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
活
動
、東
海
学
院
大
学
と

共
同
で
フ
レ
ー
バ
ー
テ
ィ
ー
の
開
発
等
を

行
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、手
も
み
茶
に
つ

い
て
は
、ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
の
施
設
内
に
て

実
演
動
画
を
流
す
な
ど
の
方
法
に
よ
り

P
R
し
て
い
く
。㈲
白
川
町
農
業
開
発

が
事
業
主
体
と
な
り
実
施
す
る
計
画
で

あ
る
。

●
農
業
生
産
組
織
の
育
成

問
　有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推
進
緊
急

対
策
事
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

答
　
国
の
政
策
で
あ
る「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」に
基
づ
き
実
施
す
る
も

の
で
、こ
の
政
策
で
は
２
０
５
０
年
ま
で

に
耕
地
面
積
に
占
め
る
有
機
農
業
の
面

予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会
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１
．庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
実
施
設
計
に
移
る
こ
と
と
な
る
が
、幅
広
く
町

民
の
声
に
耳
を
傾
け
、利
便
性
、機
能
性
等
を
考
慮
し
た
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設

と
な
る
よ
う
十
分
配
慮
さ
れ
た
い
。

２
．ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
た
事

業
展
開
が
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、令
和
４
年
度
中
に
行
政
が
担
う
部
分
と
民
間

が
担
う
部
分
の
明
確
化
を
図
り
、効
果
的
に
事
業
が
推
進
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と

十
分
調
整
を
図
ら
れ
た
い
。

３
．持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
の
地
域
運
営
組
織
育
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

自
発
的
な
活
動
に
向
け
て
そ
の
研
究・育
成
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
認
識
す
る
が
、人
口

減
少
に
伴
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
既
存
組
織
の
弱
体
化
が
指
摘
さ
れ
る
今
、無
理
の

な
い
推
進
に
つ
い
て
十
分
配
慮
し
て
進
め
ら
れ
た
い
。

４
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、感
染
者
数
は
高
止
ま
り
の
傾
向
に
あ
る
。町
と
し
て
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
、検

査
体
制
強
化
、感
染
者
、濃
厚
接
触
者
の
支
援
な
ど
に
引
き
続
き
柔
軟
で
万
全
な
対
策

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

５
．茶
業
振
興
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、各
種
の
振
興
策
を
長
年
に
わ
た
っ
て
講
じ
て
い
る

が
、大
き
な
成
果
を
得
ら
れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。厳
し
い
状
況
下

で
は
あ
る
が
、発
想
の
転
換
を
図
り
、新
し
い
売
り
先
の
確
保
、新
し
い
流
通
経
路
の
開

拓
等
に
一
層
努
め
ら
れ
た
い
。

６
．上
麻
生
防
災
の
発
生
土
利
活
用
事
業
に
お
い
て
、残
土
処
理
場
の
基
本
設
計
委
託
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、最
終
的
に
事
業
着
手
と
な
る
と
多
大
な
経
費
を
伴
う
こ
と
か

ら
、関
係
機
関
と
十
分
協
議
し
た
上
で
、実
施
に
あ
た
っ
て
は
事
業
効
果
を
見
極
め
て

慎
重
に
対
処
さ
れ
た
い
。

７
．令
和
２
年
１
月
に
示
さ
れ
た「
学
校
再
編
に
関
す
る
方
針
」で
は
、新
し
い
施
設
一
体
型

小
中
学
校
を
令
和
８
年
４
月
に
開
校
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
る
が
、限
ら
れ

た
期
間
で
地
元
の
理
解
を
得
る
こ
と
、ま
た
厳
し
い
町
の
財
政
状
況
等
か
ら
、そ
の
実

現
を
疑
問
視
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。新
し
い
学
校
の
事
業
規
模
、必
要
と
な
る
財
源
、ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
等
を
早
期
に
ま
と
め
上
げ
、ま
ず
は
新
年
度
の
早
い
時
期
に
最
終
的
な

町
の
方
針
を
示
さ
れ
た
い
。

審
査
意
見

積
割
合
を
２５
％
ま
で
拡
大
す
る
計
画
と

し
て
い
る
。町
で
は
、こ
の
事
業
を
活
用

し
て
有
機
農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
や
有

機
野
菜
の
流
通
経
路
の
検
討
、販
売
先

の
模
索
、新
規
就
農
者
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

●
森
林
環
境
譲
与
税

問

　本
譲
与
税
の
使
途
は
ど
の
よ
う

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
基
金

の
積
み
立
て
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
本
譲
与
税
の
使
途
は
、林
業
担
い

手
育
成
や
山
林
境
界
の
調
査
測
量
、出

産
祝
に
町
内
企
業
製
作
の
木
製
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
な
ど
に
充
て
て
い

る
。又
、積
み
立
て
て
い
る
基
金
は
、役
場

新
庁
舎
建
設
等
公
共
施
設
の
木
質
化
に

利
用
を
予
定
し
て
い
る
。

●
上
麻
生
防
災
事
業

問
　発
生
土
利
活
用
事
業
の
方
向
性
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
発
生
土
利
活
用
に
つ
い
て
候
補
地

の
選
定
な
ど
方
向
性
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

国
と
協
議
中
の
た
め
、現
時
点
で
は
明

確
に
な
っ
て
い
な
い
。上
麻
生
防
災
工
事

の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
が
始
ま
る
令
和
６
年

度
は
、庁
舎
整
備
や
学
校
建
設
と
時
期

が
重
な
り
財
源
確
保
に
お
い
て
も
難
し

く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、関
係

機
関
と
十
分
な
協
議
の
上
進
め
て
い
き

た
い
。

●
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進

問
　普
及
推
進
補
助
金
の
計
画
基
数
が

倍
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

答
　
合
併
処
理
浄
化
槽
普
及
促
進
事
業

の
計
画
基
数
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
度

か
ら
単
独
浄
化
槽
だ
け
で
な
く
、汲
み
取

り
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
し

た
場
合
も
補
助
の
対
象
と
な
る
改
正
が

行
わ
れ
た
た
め
、申
請
予
定
基
数
を
昨
年

よ
り
多
く
見
込
ん
で
い
る
。

●
学
校
再
編
に
関
す
る
方
針

問
　最
終
的
な
町
の
方
針
は
ど
の
よ

う
か
。

答
　
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、地
域
住
民

の
合
意
形
成
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
、

概
ね
合
意
が
な
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
た

の
ち
、学
校
配
置
や
新
校
舎
建
設
の
具

体
的
な
計
画
が
実
行
で
き
る
も
の
と
考

え
る
。こ
れ
ま
で
、保
護
者
を
対
象
に

行
っ
て
き
た
学
校
再
編
に
関
す
る
説
明

会
を
、令
和
４
年
度
初
頭
に
は
、自
治
協

議
会
単
位
で
地
域
住
民
を
対
象
に
開
催

す
る
計
画
で
あ
る
。新
校
舎
建
設
の
基

本
計
画
な
ど
を
策
定
す
る
必
要
も
あ
り
、

早
期
に
合
意
形
成
に
努
め
、令
和
８
年
４

月
施
設
一
体
型
小
中
学
校
の
開
校
を
目

指
す
。新
校
舎
の
事
業
規
模
や
財
源
、ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
は
、町
と
教

育
委
員
会
で
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

　
令
和
４
年
度
各
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、議
員
全
員
に
よ
る
予
算
決
算
審
査

常
任
委
員
会
で
、２
日
間
に
わ
た
っ
て
課

ご
と
に
質
疑
応
答
を
行
い
、徹
底
検
証

し
ま
し
た
。本
会
議
で
は
、委
員
長
か

ら
、７
点
の
審
査
意
見
を
付
し
て
可
決

し
た
旨
報
告
が
あ
り
、佐
伯
好
典
議
員

及
び
三
戸
勝
徳
議
員
が
、各
会
計
予
算

に
賛
成
討
論
を
行
っ
た
後
採
決
さ
れ
、

一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
に
つ
い

て
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
し
ま
し

た
。委
員
会
で
の
主
な
質
疑
と
審
査
意

見
・
賛
成
討
論
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
新
庁
舎
建
設

問
　庁
舎
整
備
事
業
の
用
地
買
収
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
現
在
、庁
舎
建
設
基
本
計
画・基
本

設
計
を
策
定
し
て
い
る
。計
画
が
完
成
し

た
後
、県
の
事
業
認
定
を
受
け
用
地
買

収
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。事
業
認
定
が

決
定
す
る
ま
で
に
３
ヶ
月
ほ
ど
か
か
る
見

込
み
で
あ
り
、手
続
き
が
順
調
に
進
ん
だ

と
し
て
も
、令
和
４
年
５
月
以
降
の
買
収

と
な
る
。

●
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

問
　今
回
増
設
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
箇
所
は
ど
こ
か
。

答
　
既
存
の
１２
か
所
に
加
え
、上
佐
見

吉
田
橋
付
近
、も
み
じ
橋
付
近
、村
君
の

金
山
境
、下
油
井
駅
、河
岐
ト
ン
ネ
ル
、

中
川
の
東
白
川
境
、三
川
友
渕
の
交
差

点
、切
井
中
野
方
峠
、黒
川
東
白
川
ト
ン

ネ
ル
、柿
反
上
、遠
見
場
地
内
の
計
１１
箇

所
を
予
定
し
て
い
る
。特
に
町
外
か
ら
の

往
来
を
記
録
す
る
た
め
に
設
置
す
る
も

の
で
、中
部
電
力
の「
見
守
り
ポ
ー
ル
」と

い
う
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

●
応
援
人
口
の
創
出

問
　副
業
人
材
活
用
事
業
に
つ
い
て
、事

業
内
容
と
目
的
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
都
市
部
の
優
れ
た
人
材
を
募
集

し
、町
内
企
業
の
課
題
解
決
を
副
業
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
事
業
で
あ

る
。町
と
し
て
は
、副
業
者
の
募
集
に
必

要
な
掲
載
料
と
町
に
来
て
い
た
だ
く
際

の
旅
費
を
補
助
す
る
こ
と
で
、町
内
企
業

を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。副
業
で

あ
る
た
め
、月
額
３
〜
５
万
円
ほ
ど
の
謝

金
で
優
秀
な
人
材
を
雇
う
こ
と
が
で
き

る
。実
際
に
、町
内
の
事
業
所
で
募
集
し

た
事
例
が
あ
り
、多
く
の
応
募
を
い
た
だ

い
た
。応
募
い
た
だ
い
た
方
か
ら
１
名
を

雇
い
、現
在
も
課
題
解
決
に
向
け
て
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

●
地
域
運
営
組
織
の
育
成

問
　地
域
運
営
組
織
育
成
事
業
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
な
計
画
で
推
進
し
て
い
く

の
か
。

答
　
地
域
運
営
組
織
は
、住
民
が
主
体

と
な
っ
て
、地
域
の
課
題
を
自
分
た
ち
で

解
決
し
て
い
く
組
織
を
想
定
し
て
い
る
。

既
存
の
組
織
と
の
調
整
は
行
い
つ
つ
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
運
営

し
て
い
く
」と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、今
後
３
年
間

程
度
を
組
織
化
の
た
め
の
準
備
期
間
と

し
た
い
。各
地
域
に
出
向
き
、先
行
事
例

を
示
し
な
が
ら
町
と
し
て
の
考
え
を
住

民
に
伝
え
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

●
地
域
高
齢
者
保
健
事
業
と
介
護

　予
防
の一体
的
実
施
事
業

問
　本
事
業
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る

高
齢
者
に
対
し
、
積
極
的
に
か
か
わ
っ

て
い
く
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
全
体
的
な
対
応
と
し
て
、町
内
５
地

予
算
を
徹
底
チ
ェ
ッ
ク

第２回定例会

区
で
開
催
し
て
い
る
介
護
予
防
教
室「
ま

め
な
会
」に
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
出

向
き
、フ
レ
イ
ル
予
防
健
康
教
育
と
健
康

相
談
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。ハ
イ
リ

ス
ク
の
方
に
つ
い
て
は
、町
の
健
康
診
断

の
結
果
を
活
用
し
て
、医
療
機
関
へ
の
受

診
勧
奨
や
保
健
指
導
に
つ
い
て
、保
健
師

や
管
理
栄
養
士
が
個
別
に
対
応
し
て
い
く
。

●
茶
業
振
興
に
つ
い
て

問

　茶
販
路
開
拓
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
事
業
内
容
を
計
画
し

て
い
る
か
。

答
　
町
内
外
で
の
販
売
促
進
活
動
や
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
活
動
、東
海
学
院
大
学
と

共
同
で
フ
レ
ー
バ
ー
テ
ィ
ー
の
開
発
等
を

行
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、手
も
み
茶
に
つ

い
て
は
、ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
の
施
設
内
に
て

実
演
動
画
を
流
す
な
ど
の
方
法
に
よ
り

P
R
し
て
い
く
。㈲
白
川
町
農
業
開
発

が
事
業
主
体
と
な
り
実
施
す
る
計
画
で

あ
る
。

●
農
業
生
産
組
織
の
育
成

問
　有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推
進
緊
急

対
策
事
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

答
　
国
の
政
策
で
あ
る「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」に
基
づ
き
実
施
す
る
も

の
で
、こ
の
政
策
で
は
２
０
５
０
年
ま
で

に
耕
地
面
積
に
占
め
る
有
機
農
業
の
面

予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会
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条
例
の
制
定

▼
白
川
町
教
育
長
の
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
教
育
長
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務

条
件
を
定
め
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定

す
る
。

条
例
の
全
部
改
正

▼
白
川
町
農
園
付
き
コ
テ
ー
ジ
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改

正　
白
川
町
農
園
付
き
コ
テ
ー
ジ
の
更
な

る
利
用
促
進
と
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
、
施
設
の
管
理
運
営
を
指
定
管
理
者

に
行
わ
せ
る
こ
と
に
関
し
所
要
の
改
正

を
す
る
。

条
例
の
一
部
改
正

▼
押
印
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　
住
民
の
利
便
性
向
上
並
び
に
業
務
の

改
善
及
び
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
行
政
手
続
き
に
お
け
る
押
印
の

見
直
し
に
伴
い
、
関
係
条
例
に
つ
い
て

所
要
の
整
備
を
す
る
。

▼
白
川
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正　
新
年
度
か
ら
の
実
態
に
即
し
た
職
員

配
置
に
合
わ
せ
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
。

▼
白
川
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
人
事
院
勧
告
の
内
容
に
準
じ
、
妊

娠
・
出
産
・
育
児
に
係
る
休
暇
の
新
設

と
有
給
化
に
関
し
人
事
院
規
則
が
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

す
る
。

▼
白
川
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
及
び
白
川
町
議
会
議
員

の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
人
事
院
勧
告
の
内
容
に
準
じ
、
常
勤

の
特
別
職
職
員
及
び
議
会
議
員
の
期
末

手
当
支
給
率
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正

を
す
る
。

▼
白
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
勧
告
の
内
容
に
準
じ
、
一
般

職
の
職
員
の
期
末
手
当
支
給
率
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正

　
消
防
団
員
の
処
遇
を
改
善
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正

　
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任

共
済
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正

　
全
世
帯
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
た
こ
と
及
び
国
民
健
康
保
険
事
業

の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
税
率
を

引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
所
要

の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

　
町
営
住
宅
の
入
居
選
考
時
の
優
先

的
に
入
居
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
基

準
を
拡
充
す
る
た
め
、
結
婚
歴
の
有

無
に
関
係
な
く
ひ
と
り
親
を
対
象
と

し
、
そ
の
扶
養
す
る
子
の
年
齢
要
件

を
撤
廃
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
所
要

の
改
正
を
す
る

そ
の
他

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
８
つ
の
施
設
の
管
理
運
営
を
、
次
の

２
法
人
に
指
定
管
理
者
と
し
て
行
わ
せ

る
こ
と
と
す
る
。

■
管
理
施
設
の
名
称
と
指
定
管
理
者

・
清
流
国
体
記
念
運
動
公
園
、
油
井
運

動
場
、
切
井
運
動
場

 

一
般
社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
白

川
・
農
園
付
き
コ
テ
ー
ジ
（
中
屋
団
地
、

須
崎
団
地
、
柳
島
団
地
、
久
室
団

地
、
鱒
渕
団
地
）

 

一
般
社
団
法
人
白
川
町
移
住
交
流
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

▼
町
道
路
線
の
認
定

　
次
の
道
路
は
地
域
の
重
要
な
バ
ス
路

線
で
あ
る
た
め
、
町
道
路
線
と
し
て
認

め
る
。

　
鎌
長
４
号
線
（
県
道
恵
那
白
川
線
か

ら
マ
ツ
オ
カ
白
川
店
横
を
通
り
町
道
三

川
本
郷
線
ま
で
）

条
例
の
一
部
改
正
な
ど

24
の
議
案
を
可
決

　

　令和４年度における一般会計予算及び５つの特別会計予算について、賛成の立場で討論を行いま
す。
　未だ収束が見られない新型コロナウイルス感染症の拡大や、ロシアによるウクライナ侵攻などに
より、先行き不透明な厳しい社会情勢ではありますが、本町が抱える諸問題に対しては出来る範囲
で出来る限りの取り組みをしていかなければなりません。
　今予算では、移住定住の推進や関係人口の創出といった過疎化対策や安心・安全なまちづくりの
ための基本である、防災・減災や防犯強化に関わる取り組み、また地域力の向上や持続可能なまち
づくりに対する施策など多くの課題に対し積極的に取り組むべきものを初め、継続する事業と新た
な事業に対してバランス良く適正に予算配分がなされております。
　令和７年度開庁に向けた新庁舎整備事業や、学校統合による施設一体型小中学校建設といった今
後十分な協議が必要な案件もありますが、積極的な行政運営と健全な財政維持の両立に努められ、
より一層の経費削減と町民ニーズを的確に把握し、町民に情報を公開しながら各種施策を推進され
るようお願いし、賛成討論といたします。

　令和４年度一般会計予算及び５つの特別会計予算について、賛成の立場で討論をさせていただき
ます。
　新型コロナウィルスは未だ完全な収束には至っていません。蔓延防止措置は３月21日を以って解
除となりますが、引き続き感染対策を徹底した生活にご協力をお願いします。また、ウクライナ情
勢では日本をはじめ、国際社会の働きかけにより一刻も早い停戦によりウクライナに再び平和が訪
れることを願います。
　一昨日、福島沖を震源としたM7.3の地震がありました、被災された方々に心よりお見舞いを申し
上げると共に、お亡くなりになられた方のご冥福をお祈りします。本町においても豪雨災害が2年連
続で発生しており、改めて防災への意識の向上への取り組みを町民と共に進めていく必要を感じて
います。
　令和４年度一般会計予算では防災への取り組みとして、防災拠点となるべく新庁舎の実施設計や
11箇所に設置される防犯カメラ、消防団に対しての処遇改善や自治会への自主防災活動補助などが
予算化されています。地域住民との意見交流を密に取りながら効果的な防災活動へ繋げていくこと
を期待します。
　ICT化においては、ドローンの活用や、新たな交付金事業であるCCnetを活用した生活支援システ
ムの研究が始まります。これらICT化によってより便利な生活を町民に提供できるよう、しっかりと
した成果と今後の計画に期待します。また、町の企業活性化に必要な労働力、人材確保に対し白川
ワークドット協同組合や副業人材活用事業など、労働力の共有や外部企業人材の活用事業への取り
組みを評価します。
　大きな課題である人口減少、少子化による地域社会の崩壊は、町にとって大変な脅威であると言
えます。「地域運営組織の研究と育成」や「地域学校共働活動」などの事業を通して、コロナに
よって人の繋がりが希薄になってしまった現状を改善し、地域と学校が強いつながりを持って暮ら
していける白川町の構築に期待します。
　有機農業産地づくり推進緊急対策事業補助金の取り組みは、今後の白川の農業の発展に寄与する
ものと考え期待します。実施にあたっては地域の既存農業者や農業組織と十分協議し進めていける
よう行政の指導をお願いします。
　令和4年度より、細江町政最初の予算となります、新庁舎の建設に始まり、学校統合に向けた新校
舎建設、老朽化する町内各施設やインフラの修繕など、課題が多い中での予算編成は所信表明に
あったように大変なご苦労があったかと思います、そのような中で、新しく実験的な取り組みもい
くつも見られ、その成果に大きく期待します。
　コロナウィルス感染症の影響で、行政からの情報や働きかけが届きにくくなっています、令和4年
度予算執行にあたり、いま一度地域協議会との意思疎通を図るとともに、議会からの審査意見を尊
重しつつ、常に精査し効果的に執行されることをお願いして令和４度一般会計予算及び５つの特別
会計予算についての賛成討論とします。

三戸 勝徳議員

佐伯 好典議員

賛成討論

賛成討論
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条
例
の
制
定

▼
白
川
町
教
育
長
の
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
教
育
長
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務

条
件
を
定
め
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定

す
る
。

条
例
の
全
部
改
正

▼
白
川
町
農
園
付
き
コ
テ
ー
ジ
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改

正　
白
川
町
農
園
付
き
コ
テ
ー
ジ
の
更
な

る
利
用
促
進
と
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
、
施
設
の
管
理
運
営
を
指
定
管
理
者

に
行
わ
せ
る
こ
と
に
関
し
所
要
の
改
正

を
す
る
。

条
例
の
一
部
改
正

▼
押
印
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　
住
民
の
利
便
性
向
上
並
び
に
業
務
の

改
善
及
び
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
行
政
手
続
き
に
お
け
る
押
印
の

見
直
し
に
伴
い
、
関
係
条
例
に
つ
い
て

所
要
の
整
備
を
す
る
。

▼
白
川
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正　
新
年
度
か
ら
の
実
態
に
即
し
た
職
員

配
置
に
合
わ
せ
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
。

▼
白
川
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
人
事
院
勧
告
の
内
容
に
準
じ
、
妊

娠
・
出
産
・
育
児
に
係
る
休
暇
の
新
設

と
有
給
化
に
関
し
人
事
院
規
則
が
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

す
る
。

▼
白
川
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
及
び
白
川
町
議
会
議
員

の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
人
事
院
勧
告
の
内
容
に
準
じ
、
常
勤

の
特
別
職
職
員
及
び
議
会
議
員
の
期
末

手
当
支
給
率
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正

を
す
る
。

▼
白
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
勧
告
の
内
容
に
準
じ
、
一
般

職
の
職
員
の
期
末
手
当
支
給
率
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正

　
消
防
団
員
の
処
遇
を
改
善
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正

　
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任

共
済
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正

　
全
世
帯
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
た
こ
と
及
び
国
民
健
康
保
険
事
業

の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
税
率
を

引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
所
要

の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

　
町
営
住
宅
の
入
居
選
考
時
の
優
先

的
に
入
居
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
基

準
を
拡
充
す
る
た
め
、
結
婚
歴
の
有

無
に
関
係
な
く
ひ
と
り
親
を
対
象
と

し
、
そ
の
扶
養
す
る
子
の
年
齢
要
件

を
撤
廃
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
所
要

の
改
正
を
す
る

そ
の
他

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
８
つ
の
施
設
の
管
理
運
営
を
、
次
の

２
法
人
に
指
定
管
理
者
と
し
て
行
わ
せ

る
こ
と
と
す
る
。

■
管
理
施
設
の
名
称
と
指
定
管
理
者

・
清
流
国
体
記
念
運
動
公
園
、
油
井
運

動
場
、
切
井
運
動
場

 

一
般
社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
白

川
・
農
園
付
き
コ
テ
ー
ジ
（
中
屋
団
地
、

須
崎
団
地
、
柳
島
団
地
、
久
室
団

地
、
鱒
渕
団
地
）

 

一
般
社
団
法
人
白
川
町
移
住
交
流
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

▼
町
道
路
線
の
認
定

　
次
の
道
路
は
地
域
の
重
要
な
バ
ス
路

線
で
あ
る
た
め
、
町
道
路
線
と
し
て
認

め
る
。

　
鎌
長
４
号
線
（
県
道
恵
那
白
川
線
か

ら
マ
ツ
オ
カ
白
川
店
横
を
通
り
町
道
三

川
本
郷
線
ま
で
）

条
例
の
一
部
改
正
な
ど

24
の
議
案
を
可
決

　

　令和４年度における一般会計予算及び５つの特別会計予算について、賛成の立場で討論を行いま
す。
　未だ収束が見られない新型コロナウイルス感染症の拡大や、ロシアによるウクライナ侵攻などに
より、先行き不透明な厳しい社会情勢ではありますが、本町が抱える諸問題に対しては出来る範囲
で出来る限りの取り組みをしていかなければなりません。
　今予算では、移住定住の推進や関係人口の創出といった過疎化対策や安心・安全なまちづくりの
ための基本である、防災・減災や防犯強化に関わる取り組み、また地域力の向上や持続可能なまち
づくりに対する施策など多くの課題に対し積極的に取り組むべきものを初め、継続する事業と新た
な事業に対してバランス良く適正に予算配分がなされております。
　令和７年度開庁に向けた新庁舎整備事業や、学校統合による施設一体型小中学校建設といった今
後十分な協議が必要な案件もありますが、積極的な行政運営と健全な財政維持の両立に努められ、
より一層の経費削減と町民ニーズを的確に把握し、町民に情報を公開しながら各種施策を推進され
るようお願いし、賛成討論といたします。

　令和４年度一般会計予算及び５つの特別会計予算について、賛成の立場で討論をさせていただき
ます。
　新型コロナウィルスは未だ完全な収束には至っていません。蔓延防止措置は３月21日を以って解
除となりますが、引き続き感染対策を徹底した生活にご協力をお願いします。また、ウクライナ情
勢では日本をはじめ、国際社会の働きかけにより一刻も早い停戦によりウクライナに再び平和が訪
れることを願います。
　一昨日、福島沖を震源としたM7.3の地震がありました、被災された方々に心よりお見舞いを申し
上げると共に、お亡くなりになられた方のご冥福をお祈りします。本町においても豪雨災害が2年連
続で発生しており、改めて防災への意識の向上への取り組みを町民と共に進めていく必要を感じて
います。
　令和４年度一般会計予算では防災への取り組みとして、防災拠点となるべく新庁舎の実施設計や
11箇所に設置される防犯カメラ、消防団に対しての処遇改善や自治会への自主防災活動補助などが
予算化されています。地域住民との意見交流を密に取りながら効果的な防災活動へ繋げていくこと
を期待します。
　ICT化においては、ドローンの活用や、新たな交付金事業であるCCnetを活用した生活支援システ
ムの研究が始まります。これらICT化によってより便利な生活を町民に提供できるよう、しっかりと
した成果と今後の計画に期待します。また、町の企業活性化に必要な労働力、人材確保に対し白川
ワークドット協同組合や副業人材活用事業など、労働力の共有や外部企業人材の活用事業への取り
組みを評価します。
　大きな課題である人口減少、少子化による地域社会の崩壊は、町にとって大変な脅威であると言
えます。「地域運営組織の研究と育成」や「地域学校共働活動」などの事業を通して、コロナに
よって人の繋がりが希薄になってしまった現状を改善し、地域と学校が強いつながりを持って暮ら
していける白川町の構築に期待します。
　有機農業産地づくり推進緊急対策事業補助金の取り組みは、今後の白川の農業の発展に寄与する
ものと考え期待します。実施にあたっては地域の既存農業者や農業組織と十分協議し進めていける
よう行政の指導をお願いします。
　令和4年度より、細江町政最初の予算となります、新庁舎の建設に始まり、学校統合に向けた新校
舎建設、老朽化する町内各施設やインフラの修繕など、課題が多い中での予算編成は所信表明に
あったように大変なご苦労があったかと思います、そのような中で、新しく実験的な取り組みもい
くつも見られ、その成果に大きく期待します。
　コロナウィルス感染症の影響で、行政からの情報や働きかけが届きにくくなっています、令和4年
度予算執行にあたり、いま一度地域協議会との意思疎通を図るとともに、議会からの審査意見を尊
重しつつ、常に精査し効果的に執行されることをお願いして令和４度一般会計予算及び５つの特別
会計予算についての賛成討論とします。

三戸 勝徳議員

佐伯 好典議員

賛成討論

賛成討論
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すぎやま ちかし

杉山哉史 議員

問　
「
小
中
一
体
型
の
校
舎
を
建
設

し
、
白
川
小
学
校
と
蘇
原
小
学
校
、

白
川
中
学
校
と
黒
川
中
学
校
の
統
合

と
合
わ
せ
て
令
和
８
年
４
月
の
開
校

を
目
指
す
」
と
の
計
画
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

見
通
し
、
学
校
統
合
に
対
す
る
考
え

方
に
つ
い
て
問
う
。

問
　
新
校
舎
建
設
の
計
画
が
示
さ
れ

た
令
和
２
年
１
月
か
ら
こ
れ
ま
で
の

校
舎
建
設
に
向
け
た
準
備
の
進
捗
状

況
と
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

の
よ
う
か
。
ま
た
、
新
校
舎
の
概
要

に
つ
い
て
検
討
内
容
は
ど
の
よ
う

か
。

鈴
村
教
育
長

答
　
新
校
舎
建
設
に
向
け
て
は
、
ま

ず
は
学
校
統
合
に
つ
い
て
保
護
者
や

地
域
の
合
意
を
得
る
べ
く
地
域
ご
と

の
懇
談
会
を
実
施
し
て
い
る
。
合
意

形
成
を
得
た
後
、
令
和
４
年
度
後
半

に
現
地
調
査
や
基
本
計
画
、
令
和
５

年
度
に
基
本
設
計
と
実
施
設
計
、
現

校
舎
の
解
体
、
令
和
６
、
７
年
度
に

新
校
舎
建
設
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

新
校
舎
の
概
要
は
、
体
育
館
と
剣
道

場
は
現
有
の
施
設
を
利
用
し
プ
ー
ル

は
建
設
せ
ず
、
現
白
川
中
学
校
程
度

の
規
模
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
校

舎
だ
け
で
な
く
給
食
セ
ン
タ
ー
や
町

立
図
書
館
を
併
設
す
る
な
ど
複
合
的

な
も
の
に
で
き
な
い
か
な
ど
、
事
務

局
レ
ベ
ル
で
検
討
し
て
い
る
。

問
　
そ
れ
だ
け
の
作
業
が
令
和
８
年

４
月
ま
で
に
で
き
る
か
心
配
で
あ

る
。
町
長
に
は
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
計
画
ど
お
り
の

事
業
推
進
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
、
町
長
の
意
気
込
み
は
ど

の
よ
う
か
。

細
江
町
長

答
　
合
意
形
成
に
係
る
時
間
や
、
現

在
の
計
画
で
は
庁
舎
整
備
と
時
期
が

重
な
り
多
額
の
事
業
費
が
か
か
る
こ

と
や
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
社
会

情
勢
等
を
考
え
る
と
、
令
和
８
年
度

の
施
設
完
成
は
厳
し
い
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。
状
況
に
よ
っ
て

計
画
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

問
　
校
舎
建
設
に
か
か
る
費
用
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
ど
の
程
度
の
事
業

費
を
見
込
み
、
そ
の
財
源
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

大
岩
教
育
課
長

答
　
現
時
点
で
は
20
億
円
か
ら
30

億
円
近
く
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
財
源
と
し
て
は
国
庫
補
助
金

が
３
億
８
千
万
円
程
度
、
学
校
施

設
整
備
基
金
が
４
億
２
０
０
万
円

程
度
、
残
り
を
償
還
期
間
の
長
い

起
債
を
充
当
す
る
こ
と
で
賄
え
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

問
　
学
校
統
合
に
つ
い
て
、
「
将
来

的
に
黒
川
小
学
校
と
佐
見
小
学
校
に

つ
い
て
も
統
合
し
、
一
つ
の
義
務
教

育
学
校
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
と

さ
れ
て
い
る
が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
た
ら
統
合
を
す
る
の

か
を
明
確
に
す
る
か
、
具
体
的
な
統

合
の
時
期
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

鈴
村
教
育
長

答
　
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
時

に
統
合
す
る
か
は
、
保
護
者
や
地
域

に
お
い
て
「
統
合
」
と
い
う
意
見
が

多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
時
で

あ
る
。
児
童
数
や
学
級
数
、
教
員
数

な
ど
が
ど
れ
だ
け
に
な
っ
た
ら
統
合

と
い
う
基
準
を
示
す
こ
と
は
行
わ
な

い
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
学
校

運
営
上
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
存

続
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
が
、
保

護
者
や
地
域
か
ら
「
統
合
」
と
い
う

声
が
高
ま
っ
て
く
れ
ば
統
合
す
る
方

向
に
進
め
て
い
く
。

小
中
学
校
の
新
校
舎
建
設
と

学
校
統
合
に
つ
い
て

５
人
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問

昭和39年に建設された白川中学校

令
和
３
年
度

　
　
補
正
予
算

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、令

和
３
年
度
の
事
務
事
業
の
実
施

結
果
及
び
進
捗
状
況
を
精
査

し
、茶
業
振
興
対
策
事
業
や
道

路
維
持
修
繕
事
業
を
始
め
と
す

る
事
業
並
び
に
、簡
易
水
道
事

業
な
ど
に
つ
い
て
、実
績
の
見
込

み
に
よ
り
不
要
額
を
減
額
し
た

結
果
、一
般
会
計
で
は
１
億
１
，

５
４
９
万
円
を
減
額
し
、総
額
６７

億
１
，２
５
１
万
円
に
、簡
易
水

道
特
別
会
計
は
８
０
０
万
円
を

減
額
し
、５
億
６
，０
５
０
万
円

に
、介
護
保
険
特
別
会
計
は
２
０

０
０
万
円
を
減
額
し
、１２
億
５
７

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

審
議
の
後
、全
員
の
賛
成
に
よ
り

原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

監査委員の選任を承認
　任期満了による前任者の退任に伴い、そ
の後任として監査委員
に、今 井 敬 貴 氏（和
泉）を選任することに
ついて承認しました。
 任期は、令和8年3月
24日までです。

人権擁護委員の推薦を承認
　任期満了に伴い、引き続き人権擁護委員
として、熊崎ゆり子氏
（下佐見）を推薦する
ことについて承認しま
した。
 任期は、令和8年6月
30日までです。

人
権
擁
護
委
員
、監
査
委
員

の
承
認

本定例会において、「ロシアによるウクライナへの侵略を非難する決議」を
議員発議により行いました。以下、決議書の全文を掲載します。

　２月２４日、国際社会の懸命な外交努力にもかかわらず、ロシアはウクライナへの侵略を開
始した。
　このことは、ウクライナの主権及び領土の一体性を侵害し、武力の行使を禁ずる国際法の深
刻な違反であり、国連憲章の重大な違反であることから、断じて容認することはできない行為
である。
　力による一方的な現状変更は断じて認められない。この事態は、欧州にとどまらず、日本が
位置するアジアを含む国際社会の秩序の根幹を揺るがしかねない極めて深刻な事態である。
　また、我が国は残忍な核攻撃を受けた唯一の被爆国であり、プーチン大統領の核兵器の
使用を示唆する発言を断固として許すわけにはいかない。
　本町議会は、国際秩序への挑戦とも言える今回のロシアによる軍事的暴挙に対し、抗議と
非難の意を強く表明するとともに、真の恒久平和の実現に向け、即時の攻撃停止と完全撤退
を強く求めるものである。
　政府においては、毅然たる態度でロシアに対して制裁措置の徹底及び強化を図るとともに、
ウクライナに滞在する邦人の保護に全力を尽くし、人道的な観点からウクライナの人々に対する
必要な支援に取り組むことを強く要請する。
　併せて、核兵器の使用禁止を対外的に強く訴えるとともに、国際社会と連携し、世界の恒
久平和の実現と国際秩序の維持に向け、全力を尽くすことを要請する。
　以上、決議する。

　　　　　令和４年３月１８日　　　　　　　　　　　　    白  川  町  議  会

ロシアによるウクライナへの侵略を非難する決議
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すぎやま ちかし

杉山哉史 議員

問　
「
小
中
一
体
型
の
校
舎
を
建
設

し
、
白
川
小
学
校
と
蘇
原
小
学
校
、

白
川
中
学
校
と
黒
川
中
学
校
の
統
合

と
合
わ
せ
て
令
和
８
年
４
月
の
開
校

を
目
指
す
」
と
の
計
画
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

見
通
し
、
学
校
統
合
に
対
す
る
考
え

方
に
つ
い
て
問
う
。

問
　
新
校
舎
建
設
の
計
画
が
示
さ
れ

た
令
和
２
年
１
月
か
ら
こ
れ
ま
で
の

校
舎
建
設
に
向
け
た
準
備
の
進
捗
状

況
と
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

の
よ
う
か
。
ま
た
、
新
校
舎
の
概
要

に
つ
い
て
検
討
内
容
は
ど
の
よ
う

か
。

鈴
村
教
育
長

答
　
新
校
舎
建
設
に
向
け
て
は
、
ま

ず
は
学
校
統
合
に
つ
い
て
保
護
者
や

地
域
の
合
意
を
得
る
べ
く
地
域
ご
と

の
懇
談
会
を
実
施
し
て
い
る
。
合
意

形
成
を
得
た
後
、
令
和
４
年
度
後
半

に
現
地
調
査
や
基
本
計
画
、
令
和
５

年
度
に
基
本
設
計
と
実
施
設
計
、
現

校
舎
の
解
体
、
令
和
６
、
７
年
度
に

新
校
舎
建
設
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

新
校
舎
の
概
要
は
、
体
育
館
と
剣
道

場
は
現
有
の
施
設
を
利
用
し
プ
ー
ル

は
建
設
せ
ず
、
現
白
川
中
学
校
程
度

の
規
模
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
校

舎
だ
け
で
な
く
給
食
セ
ン
タ
ー
や
町

立
図
書
館
を
併
設
す
る
な
ど
複
合
的

な
も
の
に
で
き
な
い
か
な
ど
、
事
務

局
レ
ベ
ル
で
検
討
し
て
い
る
。

問
　
そ
れ
だ
け
の
作
業
が
令
和
８
年

４
月
ま
で
に
で
き
る
か
心
配
で
あ

る
。
町
長
に
は
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
計
画
ど
お
り
の

事
業
推
進
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
、
町
長
の
意
気
込
み
は
ど

の
よ
う
か
。

細
江
町
長

答
　
合
意
形
成
に
係
る
時
間
や
、
現

在
の
計
画
で
は
庁
舎
整
備
と
時
期
が

重
な
り
多
額
の
事
業
費
が
か
か
る
こ

と
や
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
社
会

情
勢
等
を
考
え
る
と
、
令
和
８
年
度

の
施
設
完
成
は
厳
し
い
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。
状
況
に
よ
っ
て

計
画
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

問
　
校
舎
建
設
に
か
か
る
費
用
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
ど
の
程
度
の
事
業

費
を
見
込
み
、
そ
の
財
源
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

大
岩
教
育
課
長

答
　
現
時
点
で
は
20
億
円
か
ら
30

億
円
近
く
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
財
源
と
し
て
は
国
庫
補
助
金

が
３
億
８
千
万
円
程
度
、
学
校
施

設
整
備
基
金
が
４
億
２
０
０
万
円

程
度
、
残
り
を
償
還
期
間
の
長
い

起
債
を
充
当
す
る
こ
と
で
賄
え
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

問
　
学
校
統
合
に
つ
い
て
、
「
将
来

的
に
黒
川
小
学
校
と
佐
見
小
学
校
に

つ
い
て
も
統
合
し
、
一
つ
の
義
務
教

育
学
校
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
と

さ
れ
て
い
る
が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
た
ら
統
合
を
す
る
の

か
を
明
確
に
す
る
か
、
具
体
的
な
統

合
の
時
期
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

鈴
村
教
育
長

答
　
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
時

に
統
合
す
る
か
は
、
保
護
者
や
地
域

に
お
い
て
「
統
合
」
と
い
う
意
見
が

多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
時
で

あ
る
。
児
童
数
や
学
級
数
、
教
員
数

な
ど
が
ど
れ
だ
け
に
な
っ
た
ら
統
合

と
い
う
基
準
を
示
す
こ
と
は
行
わ
な

い
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
学
校

運
営
上
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
存

続
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
が
、
保

護
者
や
地
域
か
ら
「
統
合
」
と
い
う

声
が
高
ま
っ
て
く
れ
ば
統
合
す
る
方

向
に
進
め
て
い
く
。

小
中
学
校
の
新
校
舎
建
設
と

学
校
統
合
に
つ
い
て

５
人
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問

昭和39年に建設された白川中学校

令
和
３
年
度

　
　
補
正
予
算

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、令

和
３
年
度
の
事
務
事
業
の
実
施

結
果
及
び
進
捗
状
況
を
精
査

し
、茶
業
振
興
対
策
事
業
や
道

路
維
持
修
繕
事
業
を
始
め
と
す

る
事
業
並
び
に
、簡
易
水
道
事

業
な
ど
に
つ
い
て
、実
績
の
見
込

み
に
よ
り
不
要
額
を
減
額
し
た

結
果
、一
般
会
計
で
は
１
億
１
，

５
４
９
万
円
を
減
額
し
、総
額
６７

億
１
，２
５
１
万
円
に
、簡
易
水

道
特
別
会
計
は
８
０
０
万
円
を

減
額
し
、５
億
６
，０
５
０
万
円

に
、介
護
保
険
特
別
会
計
は
２
０

０
０
万
円
を
減
額
し
、１２
億
５
７

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

審
議
の
後
、全
員
の
賛
成
に
よ
り

原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

監査委員の選任を承認
　任期満了による前任者の退任に伴い、そ
の後任として監査委員
に、今 井 敬 貴 氏（和
泉）を選任することに
ついて承認しました。
 任期は、令和8年3月
24日までです。

人権擁護委員の推薦を承認
　任期満了に伴い、引き続き人権擁護委員
として、熊崎ゆり子氏
（下佐見）を推薦する
ことについて承認しま
した。
 任期は、令和8年6月
30日までです。

人
権
擁
護
委
員
、監
査
委
員

の
承
認

本定例会において、「ロシアによるウクライナへの侵略を非難する決議」を
議員発議により行いました。以下、決議書の全文を掲載します。

　２月２４日、国際社会の懸命な外交努力にもかかわらず、ロシアはウクライナへの侵略を開
始した。
　このことは、ウクライナの主権及び領土の一体性を侵害し、武力の行使を禁ずる国際法の深
刻な違反であり、国連憲章の重大な違反であることから、断じて容認することはできない行為
である。
　力による一方的な現状変更は断じて認められない。この事態は、欧州にとどまらず、日本が
位置するアジアを含む国際社会の秩序の根幹を揺るがしかねない極めて深刻な事態である。
　また、我が国は残忍な核攻撃を受けた唯一の被爆国であり、プーチン大統領の核兵器の
使用を示唆する発言を断固として許すわけにはいかない。
　本町議会は、国際秩序への挑戦とも言える今回のロシアによる軍事的暴挙に対し、抗議と
非難の意を強く表明するとともに、真の恒久平和の実現に向け、即時の攻撃停止と完全撤退
を強く求めるものである。
　政府においては、毅然たる態度でロシアに対して制裁措置の徹底及び強化を図るとともに、
ウクライナに滞在する邦人の保護に全力を尽くし、人道的な観点からウクライナの人々に対する
必要な支援に取り組むことを強く要請する。
　併せて、核兵器の使用禁止を対外的に強く訴えるとともに、国際社会と連携し、世界の恒
久平和の実現と国際秩序の維持に向け、全力を尽くすことを要請する。
　以上、決議する。

　　　　　令和４年３月１８日　　　　　　　　　　　　    白  川  町  議  会

ロシアによるウクライナへの侵略を非難する決議
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民
家
を
活
用
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
提

案
す
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

安
江
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長               

答
　
移
住
定
住
の
推
進
や
、
空
き
家
の

利
活
用
の
観
点
か
ら
も
有
効
な
手
段
と

考
え
る
。
課
題
と
し
て
建
築
基
準
法
に

適
合
す
る
こ
と
や
消
防
法
を
満
た
し
た

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
比
較
的
新
し
い
空
き
家
を
活
用
す

る
こ
と
が
理
想
と
言
え
る
。
ま
た
、
あ

る
程
度
の
入
居
見
込
み
も
必
要
な
た

め
、
空
き
家
の
情
報
提
供
や
入
居
の
斡

旋
な
ど
地
域
と
の
連
携
も
重
要
と
考
え

る
。

問
　自
活
で
き
る
単
身
の
高
齢
者
向
け

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
も
提
案
す
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。三

宅
保
健
福
祉
課
長               

答
　
平
成
29
年
度
に
「
低
所
得
者
向
け

高
齢
者
住
宅
」
が
町
社
協
の
福
祉
充
実

計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
令
和
元
年
度

に
は
町
高
齢
者
住
宅
整
備
検
討
委
員
会

で
の
検
討
や
町
営
住
宅
と
の
一
体
的
な

建
設
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
た
が
、
単

独
で
の
建
設
が
望
ま
し
い
と
の
結
果
と

と
も
に
示
さ
れ
た
建
設
に
あ
た
っ
て
の

課
題
事
項
等
に
つ
い
て
町
社
協
で
検
討

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
課
題

解
決
に
向
け
、
町
も
協
力
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

問
　黒
川
地
区
に
は
単
身
で
入
居
で
き

る
物
件
が
な
い
が
、
若
者
の
定
住
に
向

け
た
単
身
用
住
宅
を
建
設
す
る
考
え
は

な
い
か
。

              

藤
井
建
設
環
境
課
長               

答
　
町
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計
画
の
中

で
は
黒
川
団
地
は
個
別
に
改
修
す
る
計

画
と
し
て
お
り
、
現
時
点
で
建
替
え
や

新
た
な
建
設
予
定
は
な
い
が
、
町
営
住

宅
の
管
理
戸
数
の
確
保
や
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

問
　黒
川
に
は
町
内
で
一
番
新
し
い
教

職
員
住
宅
が
あ
る
が
、
常
に
複
数
の
空

き
が
あ
る
。
有
効
活
用
の
意
味
で
も
一

般
の
方
が
入
居
す
る
事
は
可
能
か
。

              

藤
井
建
設
環
境
課
長               

答
　
教
職
員
住
宅
は
教
職
員
の
福
祉
増

進
を
目
的
と
し
て
国
の
補
助
事
業
で
整

備
し
た
も
の
の
た
め
、
目
的
以
外
の
使

用
に
は
制
限
が
あ
る
。
し
か
し
処
分
制

限
の
期
間
を
超
え
れ
ば
目
的
以
外
の
利

活
用
も
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
対
象

の
物
件
を
一
般
向
け
に
転
換
す
る
こ
と

は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
本
来
の

目
的
に
影
響
が
な
い
範
囲
で
の
一
般
入

居
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　本
町
に
移
住
さ
れ
る
方
が
安
価
な

家
賃
で
共
同
で
住
め
る
場
所
と
し
て
古

問
町
営
住
宅
の
現
状
に
つ
い
て

問
住
宅
施
策
の
今
後
に
つ
い
て

問
　本
町
の
住
宅
総
数
に
対
し
て
借

家
の
戸
数
と
割
合
等
は
ど
の
よ
う

か
。
ま
た
町
営
住
宅
の
数
が
適
正
か

過
不
足
か
の
認
識
は
ど
の
よ
う
か
。

              

藤
井
建
設
環
境
課
長               

答
　
平
成
31
年
に
実
施
し
た
「
住
生
活

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
集
計

数
値
で
は
回
答
総
数
約
３
，
０
０
０
世

帯
に
対
し
持
ち
家
が
約
２
，
８
０
０
世

帯
で
93
％
、
借
家
が
１
８
９
世
帯
で

6.4
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
借
家
の
内

訳
は
、
町
営
住
宅
が
１
０
１
世
帯
で

3.4
％
、
民
間
ア
パ
ー
ト
が

１７
世
帯
で

0.6
％
、
借
家
が
71
世
帯
で
2.4
％
と
な
っ

て
い
る
。
町
営
住
宅
は
１
３
４
戸
あ
り

政
策
的
に
空
け
て
い
る
も
の
を
除
き
約

８
割
が
埋
ま
っ
て
い
る
。
２
割
の
余
裕

が
あ
る
の
で
数
量
的
に
は
適
正
と
考
え

る
。

問

　町
営
住
宅
の
平
均
築
年
数
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
ま
た
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
考
え
か
。

              

藤
井
建
設
環
境
課
長

答
　
平
均
築
年
数
は
約
30
年
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
は
全
体
の
約
８
割
が
該
当

す
る
。

　
公
営
住
宅
の
耐
用
年
限
は
木
造
で
30

年
、
耐
火
構
造
の
ア
パ
ー
ト
等
の
団
地

は
70
年
で
あ
り
、
木
造
住
宅
の
大
半
が

耐
用
年
限
を
迎
え
て
い
る
。
住
生
活
総

合
計
画
の
中
に
あ
る
町
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
人
口
減
少
に
合
わ

せ
て
徐
々
に
戸
数
を
減
ら
し
な
が
ら
計

画
的
に
建
替
え
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問

　最
近
の
入
居
募
集
に
対
し
て
の

応
募
状
況
や
、
入
居
を
断
る
事
例
は

あ
っ
た
か
。
ま
た
優
遇
措
置
や
入
居

基
準
の
緩
和
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど

の
よ
う
か
。

              

藤
井
建
設
環
境
課
長

答
　
こ
こ
１
、
２
年
は
応
募
も
数
件

で
抽
選
す
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
ま
た
、
応
募
期
間
後
も

随
時
申
し
込
み
が
で
き
る
の
で
、
最

近
は
ほ
ぼ
希
望
ど
お
り
入
居
で
き
る

状
態
が
続
い
て
い
る
。
た
だ
し
入
居

資
格
と
所
得
基
準
や
法
に
基
づ
く
選

考
基
準
が
あ
り
、
こ
れ
に
適
合
せ
ず

お
断
り
し
た
例
は
あ
っ
た
。
今
後
法

令
で
定
め
の
な
い
部
分
に
つ
い
て
は

緩
和
で
き
る
の
で
見
直
し
を
し
て
い

き
た
い
。
抽
選
も
れ
の
方
の
優
遇
措

置
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

問
自
然
を
生
か
し
た
関
係
人
口

創
出
に
つ
い
て

問

　レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
現
状
と
今
後
の
利
用

改
善
は
ど
の
よ
う
か
。

              

長
尾
企
画
課
長              

答
　
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、
Ｊ
Ｒ
白

川
口
駅
、
道
の
駅
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
、

ク
オ
ー
レ
ふ
れ
あ
い
の
里
、
晴
耕
雨

読
と
み
だ
の
４
箇
所
に
設
置
し
て
あ

る
が
利
用
率
が
低
い
状
況
で
あ
る
。

利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
旅
館
や
民

泊
事
業
者
等
と
も
連
携
し
つ
つ
魅
力

あ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
作
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
導
入

も
検
討
し
た
い
。

問
　ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
に

問
　ま
ち
の
自
然
を
活
用
し
た
ア
ウ
ト

ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
推
進
に
対
す

る
考
え
は
。

              

長
尾
企
画
課
長              

答
　
ク
オ
ー
レ
の
里
キ
ャ
ン
プ
場
の
充
実

を
は
じ
め
、町
内
各
所
で
芽
生
え
た
新
た

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
応
援
し
て
い
く

こ
と
で
関
係
人
口
の
創
出
を
目
指
し
て
い

く
。
ま
た
一
昨
年
発
足
し
た
白
川
町
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
で
は
、

農
業
や
農
村
の
伝
統
的
行
事
の
体
験
な

ど
民
泊
も
含
め
、新
た
な
観
光
と
し
て
動

き
始
め
て
い
る
。本
来
、ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、町
外
の
人
の
み
を
対
象
に

す
る
の
で
は
な
く
、地
域
の
方
が
宝
と
し

て
活
用
す
る
も
の
で
あ
る
。そ
の
価
値
に

気
づ
き
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

令
和
４
年
度
で
は
地
域
で
の
話
し
合
い
や

合
意
形
成
を
進
め
ま
ち
づ
く
り
団
体
の

育
成
に
努
め
る
。

問
観
光
客
増
加
へ
向
け
て
の
情
報

発
信
と
事
業
者
と
の
連
携
に

つ
い
て

つ
い
て
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

              

長
尾
企
画
課
長              

答
　
現
在
、
観
光
協
会
が
９
つ
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
乗
せ
た
マ
ッ

プ
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
コ
ー
ス

の
中
に
は
路
面
や
路
肩
の
崩
れ
な
ど

危
険
を
伴
う
箇
所
も
あ
り
、
地
元
登

山
愛
好
者
の
方
と
現
地
を
確
認
し
、

森
林
環
境
税
を
活
用
し
て
改
良
を
行

い
た
い
。
ま
た
マ
ッ
プ
に
載
っ
て
い

な
い
コ
ー
ス
も
増
や
し
て
い
く
こ
と

も
考
え
て
い
る
。

問

　ま
ち
の
情
報
発
信
を
一
手
に
担
う

人
材
を
募
集
す
る
考
え
は
な
い
か
。

              

長
尾
企
画
課
長              

答
　
現
在
の
観
光
協
会
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
っ

て
い
る
が
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
シ

ス
テ
ム
が
古
く
情
報
の
更
新
が
う
ま
く

で
き
て
い
な
い
。今
年
度
に
お
い
て
、地
域

活
性
化
企
業
人
と
連
携
し
町
の
広
報
活

動
を
行
う
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集

し
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　消
費
行
動
を
促
進
す
る
た
め
、町

内
事
業
者
と
の
情
報
共
有
と
連
携
を
図

る
必
要
は
な
い
か
。

              

長
尾
企
画
課
長              

答
　
現
在
の
観
光
協
会
の
会
員
は
１
３

２
名
と
な
っ
て
い
る
が
、特
に
会
員
同
士

で
の
情
報
共
有
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動
に
お
い
て
飲

食
や
宿
泊
な
ど
事
業
者
と
の
連
携
は
必

須
で
あ
り
、こ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
事

業
者
と
の
連
携
、情
報
共
有
を
図
る
。

さえき よしのり

佐伯好典 議員
さんと かつのり

三戸勝徳 議員

レンタサイクル設置の様子（晴耕雨読とみだ）

今後整備が期待される
ウォーキングコース
　　　　　（大利地内）
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民
家
を
活
用
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
提

案
す
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

安
江
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長               

答
　
移
住
定
住
の
推
進
や
、
空
き
家
の

利
活
用
の
観
点
か
ら
も
有
効
な
手
段
と

考
え
る
。
課
題
と
し
て
建
築
基
準
法
に

適
合
す
る
こ
と
や
消
防
法
を
満
た
し
た

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
比
較
的
新
し
い
空
き
家
を
活
用
す

る
こ
と
が
理
想
と
言
え
る
。
ま
た
、
あ

る
程
度
の
入
居
見
込
み
も
必
要
な
た

め
、
空
き
家
の
情
報
提
供
や
入
居
の
斡

旋
な
ど
地
域
と
の
連
携
も
重
要
と
考
え

る
。

問
　自
活
で
き
る
単
身
の
高
齢
者
向
け

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
も
提
案
す
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。三

宅
保
健
福
祉
課
長               

答
　
平
成
29
年
度
に
「
低
所
得
者
向
け

高
齢
者
住
宅
」
が
町
社
協
の
福
祉
充
実

計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
令
和
元
年
度

に
は
町
高
齢
者
住
宅
整
備
検
討
委
員
会

で
の
検
討
や
町
営
住
宅
と
の
一
体
的
な

建
設
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
た
が
、
単

独
で
の
建
設
が
望
ま
し
い
と
の
結
果
と

と
も
に
示
さ
れ
た
建
設
に
あ
た
っ
て
の

課
題
事
項
等
に
つ
い
て
町
社
協
で
検
討

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
課
題

解
決
に
向
け
、
町
も
協
力
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

問
　黒
川
地
区
に
は
単
身
で
入
居
で
き

る
物
件
が
な
い
が
、
若
者
の
定
住
に
向

け
た
単
身
用
住
宅
を
建
設
す
る
考
え
は

な
い
か
。

              

藤
井
建
設
環
境
課
長               

答
　
町
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計
画
の
中

で
は
黒
川
団
地
は
個
別
に
改
修
す
る
計

画
と
し
て
お
り
、
現
時
点
で
建
替
え
や

新
た
な
建
設
予
定
は
な
い
が
、
町
営
住

宅
の
管
理
戸
数
の
確
保
や
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

問
　黒
川
に
は
町
内
で
一
番
新
し
い
教

職
員
住
宅
が
あ
る
が
、
常
に
複
数
の
空

き
が
あ
る
。
有
効
活
用
の
意
味
で
も
一

般
の
方
が
入
居
す
る
事
は
可
能
か
。

              

藤
井
建
設
環
境
課
長               

答
　
教
職
員
住
宅
は
教
職
員
の
福
祉
増

進
を
目
的
と
し
て
国
の
補
助
事
業
で
整

備
し
た
も
の
の
た
め
、
目
的
以
外
の
使

用
に
は
制
限
が
あ
る
。
し
か
し
処
分
制

限
の
期
間
を
超
え
れ
ば
目
的
以
外
の
利

活
用
も
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
対
象

の
物
件
を
一
般
向
け
に
転
換
す
る
こ
と

は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
本
来
の

目
的
に
影
響
が
な
い
範
囲
で
の
一
般
入

居
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　本
町
に
移
住
さ
れ
る
方
が
安
価
な

家
賃
で
共
同
で
住
め
る
場
所
と
し
て
古

問
町
営
住
宅
の
現
状
に
つ
い
て

問
住
宅
施
策
の
今
後
に
つ
い
て

問
　本
町
の
住
宅
総
数
に
対
し
て
借

家
の
戸
数
と
割
合
等
は
ど
の
よ
う

か
。
ま
た
町
営
住
宅
の
数
が
適
正
か

過
不
足
か
の
認
識
は
ど
の
よ
う
か
。

              

藤
井
建
設
環
境
課
長               

答
　
平
成
31
年
に
実
施
し
た
「
住
生
活

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
集
計

数
値
で
は
回
答
総
数
約
３
，
０
０
０
世

帯
に
対
し
持
ち
家
が
約
２
，
８
０
０
世

帯
で
93
％
、
借
家
が
１
８
９
世
帯
で

6.4
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
借
家
の
内

訳
は
、
町
営
住
宅
が
１
０
１
世
帯
で

3.4
％
、
民
間
ア
パ
ー
ト
が

１７
世
帯
で

0.6
％
、
借
家
が
71
世
帯
で
2.4
％
と
な
っ

て
い
る
。
町
営
住
宅
は
１
３
４
戸
あ
り

政
策
的
に
空
け
て
い
る
も
の
を
除
き
約

８
割
が
埋
ま
っ
て
い
る
。
２
割
の
余
裕

が
あ
る
の
で
数
量
的
に
は
適
正
と
考
え

る
。

問

　町
営
住
宅
の
平
均
築
年
数
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
ま
た
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
考
え
か
。

              

藤
井
建
設
環
境
課
長

答
　
平
均
築
年
数
は
約
30
年
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
は
全
体
の
約
８
割
が
該
当

す
る
。

　
公
営
住
宅
の
耐
用
年
限
は
木
造
で
30

年
、
耐
火
構
造
の
ア
パ
ー
ト
等
の
団
地

は
70
年
で
あ
り
、
木
造
住
宅
の
大
半
が

耐
用
年
限
を
迎
え
て
い
る
。
住
生
活
総

合
計
画
の
中
に
あ
る
町
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
人
口
減
少
に
合
わ

せ
て
徐
々
に
戸
数
を
減
ら
し
な
が
ら
計

画
的
に
建
替
え
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問

　最
近
の
入
居
募
集
に
対
し
て
の

応
募
状
況
や
、
入
居
を
断
る
事
例
は

あ
っ
た
か
。
ま
た
優
遇
措
置
や
入
居

基
準
の
緩
和
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど

の
よ
う
か
。

              
藤
井
建
設
環
境
課
長

答
　
こ
こ
１
、
２
年
は
応
募
も
数
件

で
抽
選
す
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
ま
た
、
応
募
期
間
後
も

随
時
申
し
込
み
が
で
き
る
の
で
、
最

近
は
ほ
ぼ
希
望
ど
お
り
入
居
で
き
る

状
態
が
続
い
て
い
る
。
た
だ
し
入
居

資
格
と
所
得
基
準
や
法
に
基
づ
く
選

考
基
準
が
あ
り
、
こ
れ
に
適
合
せ
ず

お
断
り
し
た
例
は
あ
っ
た
。
今
後
法

令
で
定
め
の
な
い
部
分
に
つ
い
て
は

緩
和
で
き
る
の
で
見
直
し
を
し
て
い

き
た
い
。
抽
選
も
れ
の
方
の
優
遇
措

置
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

問
自
然
を
生
か
し
た
関
係
人
口

創
出
に
つ
い
て

問

　レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
現
状
と
今
後
の
利
用

改
善
は
ど
の
よ
う
か
。

              

長
尾
企
画
課
長              

答
　
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、
Ｊ
Ｒ
白

川
口
駅
、
道
の
駅
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
、

ク
オ
ー
レ
ふ
れ
あ
い
の
里
、
晴
耕
雨

読
と
み
だ
の
４
箇
所
に
設
置
し
て
あ

る
が
利
用
率
が
低
い
状
況
で
あ
る
。

利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
旅
館
や
民

泊
事
業
者
等
と
も
連
携
し
つ
つ
魅
力

あ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
作
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
導
入

も
検
討
し
た
い
。

問
　ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
に

問
　ま
ち
の
自
然
を
活
用
し
た
ア
ウ
ト

ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
推
進
に
対
す

る
考
え
は
。

              

長
尾
企
画
課
長              

答
　
ク
オ
ー
レ
の
里
キ
ャ
ン
プ
場
の
充
実

を
は
じ
め
、町
内
各
所
で
芽
生
え
た
新
た

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
応
援
し
て
い
く

こ
と
で
関
係
人
口
の
創
出
を
目
指
し
て
い

く
。
ま
た
一
昨
年
発
足
し
た
白
川
町
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
で
は
、

農
業
や
農
村
の
伝
統
的
行
事
の
体
験
な

ど
民
泊
も
含
め
、新
た
な
観
光
と
し
て
動

き
始
め
て
い
る
。本
来
、ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、町
外
の
人
の
み
を
対
象
に

す
る
の
で
は
な
く
、地
域
の
方
が
宝
と
し

て
活
用
す
る
も
の
で
あ
る
。そ
の
価
値
に

気
づ
き
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

令
和
４
年
度
で
は
地
域
で
の
話
し
合
い
や

合
意
形
成
を
進
め
ま
ち
づ
く
り
団
体
の

育
成
に
努
め
る
。

問
観
光
客
増
加
へ
向
け
て
の
情
報

発
信
と
事
業
者
と
の
連
携
に

つ
い
て

つ
い
て
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

              

長
尾
企
画
課
長              

答
　
現
在
、
観
光
協
会
が
９
つ
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
乗
せ
た
マ
ッ

プ
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
コ
ー
ス

の
中
に
は
路
面
や
路
肩
の
崩
れ
な
ど

危
険
を
伴
う
箇
所
も
あ
り
、
地
元
登

山
愛
好
者
の
方
と
現
地
を
確
認
し
、

森
林
環
境
税
を
活
用
し
て
改
良
を
行

い
た
い
。
ま
た
マ
ッ
プ
に
載
っ
て
い

な
い
コ
ー
ス
も
増
や
し
て
い
く
こ
と

も
考
え
て
い
る
。

問

　ま
ち
の
情
報
発
信
を
一
手
に
担
う

人
材
を
募
集
す
る
考
え
は
な
い
か
。

              

長
尾
企
画
課
長              

答
　
現
在
の
観
光
協
会
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
っ

て
い
る
が
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
シ

ス
テ
ム
が
古
く
情
報
の
更
新
が
う
ま
く

で
き
て
い
な
い
。今
年
度
に
お
い
て
、地
域

活
性
化
企
業
人
と
連
携
し
町
の
広
報
活

動
を
行
う
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集

し
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　消
費
行
動
を
促
進
す
る
た
め
、町

内
事
業
者
と
の
情
報
共
有
と
連
携
を
図

る
必
要
は
な
い
か
。

              

長
尾
企
画
課
長              

答
　
現
在
の
観
光
協
会
の
会
員
は
１
３

２
名
と
な
っ
て
い
る
が
、特
に
会
員
同
士

で
の
情
報
共
有
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動
に
お
い
て
飲

食
や
宿
泊
な
ど
事
業
者
と
の
連
携
は
必

須
で
あ
り
、こ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
事

業
者
と
の
連
携
、情
報
共
有
を
図
る
。

さえき よしのり

佐伯好典 議員
さんと かつのり

三戸勝徳 議員

レンタサイクル設置の様子（晴耕雨読とみだ）

今後整備が期待される
ウォーキングコース
　　　　　（大利地内）
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ト
の
現
在
活
用
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

森
林
組
合
が
所
有
者
か
ら
委
託
さ
れ
た

平
成
28
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
に
実
施

し
た
間
伐
面
積
は
３
１
３
ｈ
ａ
で
あ

り
、
町
有
林
33
ｈ
ａ
、
５
８
６
ｔ
の
実

績
を
考
え
る
と
大
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
森
林
整
備
に
有
効
な
施
策
で
あ
る

た
め
行
政
も
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　
林
業
振
興
の
為
の
関
係
者
の
再
構
築

は
、
令
和
元
年
に
設
立
し
た
「
白
川
町

林
業
担
い
手
育
成
協
議
会
」
が
あ
り
、

白
川
町
森
林
組
合
を
中
心
と
し
た
林
業

関
係
者
が
集
ま
っ
て
お
り
、
各
種
研
修

に
よ
り
会
員
間
の
交
流
が
深
ま
り
、
協

力
し
て
木
材
生
産
を
行
っ
て
い
る
。
将

来
的
に
は
会
員
が
連
携
し
て
森
林
整
備

を
進
め
る
事
を
考
え
て
い
る
。
流
通
関

係
者
の
再
構
築
が
進
み
、
経
営
の
維

持
、
木
材
生
産
の
拡
大
が
見
込
め
る
事

が
で
き
れ
ば
、
行
政
と
し
て
更
な
る
林

業
振
興
支
援
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　
白
川
町
の
森
林
で
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト

事
業
を
森
林
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
活

用
し
民
有
林
の
森
林
経
営
に
活
か
し
、

少
し
で
も
森
林
所
有
者
に
利
益
の
還
元

を
考
え
る
事
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

森
林
組
合
と
関
係
す
る
林
業
事
業
者
の

連
携
を
再
構
築
し
、
白
川
町
の
森
林
振

興
に
生
か
す
こ
と
は
で
き
る
か
。

              

梶
浦
林
業
専
門
監               

答
　
白
川
町
で
は
、
町
有
林
を
対
象
と

し
て
「
東
農
ひ
の
き
と
白
川
茶
の
里
　

豊
か
な
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
平
成
23
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
吸

収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
申
請
し
、
過
去
の

間
伐
事
業
実
績
か
ら
５
８
６
ｔ
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
発
行
を
受
け
、
岐
阜
国
体
や
民

間
企
業
、
建
築
工
務
店
へ
販
売
し
、
そ

の
収
益
で
町
有
林
整
備
や
作
業
道
開
設

に
充
当
し
て
い
る
。

　
東
白
川
村
森
林
組
合
で
は
、
約
３
千

ｔ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
発
行
し
、
村
内
６

つ
の
森
林
経
営
計
画
組
合
に
分
配
し
林

道
、
作
業
道
の
修
繕
に
活
用
し
、
森
林

組
合
が
そ
の
道
路
を
利
用
し
て
木
材
搬

出
を
行
っ
て
い
る
。

　
白
川
町
森
林
組
合
で
は
、
J
ク
レ
ジ
ッ

問
白
川
ワ
ー
ク
ド
ッ
ト
協
同
組

合
に
つ
い
て

問
森
林
振
興
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
つ
い
て

問
　
４
月
か
ら
事
業
開
始
す
る
、
国

の
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
」
制
度
を
運
用
す
る
岐
阜
県
下
初

の
試
み
「
白
川
ワ
ー
ク
ド
ッ
ト
協
同

組
合
」
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い

佐
伯
副
町
長             

答
　
人
口
急
減
地
域
の
課
題
と
し
て
、中

小
企
業
者
等
で
は
担
い
手
や
雇
用
者
の

確
保
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。こ

の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、令
和
２
年
に
国

の
制
度
に
基
づ
き「
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合
制
度
」が
定
義
さ
れ
た
。こ

の
制
度
は
事
業
者
で
組
合
を
作
り
、労
働

者
派
遣
事
業
を
行
う
も
の
で
、地
域
全
体

で
複
数
の
事
業
者
の
繁
忙
期
の
仕
事
を

組
み
合
わ
せ
、年
間
を
通
じ
た
仕
事
を
作

り
出
し
、組
合
が
職
員
を
通
年
で
正
規
雇

用
し
た
う
え
で
、組
合
内
事
業
者
に
派
遣

す
る
仕
組
み
を
創
設
し
、担
い
手
の
確
保

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
白
川
町
で
も
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
要
因
に
よ
り

町
内
事
業
所
の
雇
用
確
保
や
事
業
継
承

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、こ
の
制
度
を
活

用
し
た「
白
川
ワ
ー
ク
ド
ッ
ト
協
同
組
合
」

に
よ
り
安
定
的
な
雇
用
環
境
と一定
の
給

与
水
準
を
確
保
し
た
職
場
を
作
り
出
し
、

白
川
町
内
外
の
人
材
を
呼
び
込
み
、各
事

業
者
の
事
業
維
持
が
図
れ
た
ら
よ
い
と

考
え
設
立
し
た
。

　
組
合
の
経
営
に
は
、国
と
町
の
補
助
が

あ
り
、令
和
４
年
度
は
、組
合
員
数
４
社
、

派
遣
労
働
者
３
名
を
雇
用
す
る
予
定
で
、

２
年
後
、令
和
６
年
度
に
は
組
合
員
数
20

社
、派
遣
労
働
者
１０
名
の
雇
用
を
考
え
て

い
る
。組
合
加
入
者
は
随
時
募
集
し
、派

遣
労
働
者
の
募
集
も
、組
み
合
わ
せ
に
よ

る
仕
事
を
構
築
し
た
う
え
で
、随
時
募
集

を
か
け
た
い
。尚
、組
合
加
入
に
は
従
業

員
５
人
以
上
の
場
合
、出
資
金
５
万
円
が

必
要
と
な
る
。派
遣
労
働
者
の
給
与
は一

人
当
た
り
２
４
０
万
円
程
度
を
確
保
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、派
遣
事
業
と
し
て
個
人
の
仕
事

を
請
負
う
白
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
、事
業
所
へ
派
遣
す
る
当
組
合
と

は
競
合
す
る
部
分
は
無
い
の
で
、連
携
を

と
っ
て
事
業
を
進
め
た
い
。

問
天
心
白
菊
の
塔
の
移
転
に

つ
い
て

問
　
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
国
道
41
号

上
麻
生
防
災
事
業
が
、多
く
の
方
の
要

望
活
動
が
実
っ
て
工
事
が
始
ま
っ
た
。こ

の
道
路
の
工
事
に
伴
っ
て
、天
心
白
菊
の

塔
は
、よ
い
い
ち
美
濃
白
川
へ
の
移
転
が

決
ま
っ
て
い
る
。そ
こ
で
上
麻
生
防
災
事

業
に
伴
う
今
回
の
移
転
に
つ
い
て
の
町

長
の
思
い
と
、今
後
の
町
の
防
災
強
化

に
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

              

細
江
町
長              

答
　
多
く
の
人
に
と
っ
て
、８・
１７
災
害

の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
く
、長
ら
く
白

川
町
は
、飛
騨
川
バ
ス
転
落
事
故
の
あ
っ

た
町
と
呼
ば
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。ご

存
じ
の
と
お
り
、天
心
白
菊
の
塔
は
、犠

牲
者
を
慰
霊
す
る
た
め
に
、町
と
遺
族

会
に
お
い
て
全
国
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
浄
財
を
活
用
し
て
建
立
し
た
施
設
で

あ
る
。

問
　
慰
霊
碑
、天
心
白
菊
の
塔
を
、よ
い

い
ち
美
濃
白
川
の
敷
地
内
に
移
設
さ
れ

る
に
あ
た
り
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
た
ご
寄
付
の
状
況
を
お
聞
き
し
た

い
。

細
江
町
長              

答
　
昨
年
１１
月
か
ら
、ふ
る
さ
と
納
税

の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

し
、今
年
の
２
月
末
ま
で
、白
菊
の
塔
移

転
事
業
へ
の
支
援
を
お
願
い
し
た
。こ
れ

ま
で
の
件
数
は
８９
件（
８５
人
）、金
額
と

し
て
は
、あ
わ
せ
て
１
，６
２
９
，８
１
８

円
を
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
。

　
事
故
当
時
の
お
話
と
と
も
に
、お
電

話
や
お
手
紙
等
で
、「
応
援
し
て
い
ま

　
遺
族
会
が
高
齢
化
し
た
こ
と
等
に
よ

り
解
散
さ
れ
て
い
る
今
、１
１
８
名
の
御

霊
の
鎮
魂
と
と
も
に
、事
故
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
な
い
よ
う
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
は
、町
の
責
務
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
現
在
、
よ
い
い
ち
美
濃
白

川
の
一
角
に
移
転
作
業
を
進
め
て
い

る
。
多
く
の
経
費
は
か
け
ら
れ
な
い

が
、
出
来
る
限
り
多
く
の
人
の
目
に

触
れ
、
そ
し
て
記
憶
に
残
る
よ
う

な
、
施
設
整
備
と
広
報
活
動
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
平
成
30
年
７
月
、令
和
２
年
７
月
そ

し
て
令
和
３
年
８
月
と
、立
て
続
け
に

白
川
町
河
岐
地
内
で
豪
雨
に
よ
る
浸

水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
短
い
周

期
で
想
定
を
超
え
る
災
害
が
続
く
中

で
、迅
速
か
つ
効
果
的
な
防
災
・
減
災

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
自
助
・
共
助
の
防
災
力
を
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、公
助
と
し
て

果
た
す
べ
き
上
麻
生
防
災
事
業
を
始
め

と
し
た
主
要
道
路
整
備
や
浸
水
対
策
に

つ
い
て
も
、引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、一
日
も
早
い
完
成
を
目
指

す
。54
年
前
の
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、子
ど
も
や
孫
た
ち
の
世
代

へ
、災
害
に
強
い
豊
か
な
ま
ち
を
残
し
て

い
け
る
よ
う
、最
大
限
努
力
し
て
い
く
。

たぐち もりや

田口守也 議員
いさじ まさる

伊佐治優 議員

林業担い手育成協議会研修の様子

す
」と
い
っ
た
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方

も
あ
り
大
変
感
激
し
、多
く
の
方
か
ら

ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

昭和４３年８月１７日から１８日にかけ、白
川町では時間雨量１００ミリを超える豪雨
が襲い、町内全域に未曽有の被害がもた
らされました。

飛騨川バス転落事故　被災当時の状況

天心白菊の塔と碑文
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ト
の
現
在
活
用
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

森
林
組
合
が
所
有
者
か
ら
委
託
さ
れ
た

平
成
28
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
に
実
施

し
た
間
伐
面
積
は
３
１
３
ｈ
ａ
で
あ

り
、
町
有
林
33
ｈ
ａ
、
５
８
６
ｔ
の
実

績
を
考
え
る
と
大
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
森
林
整
備
に
有
効
な
施
策
で
あ
る

た
め
行
政
も
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　
林
業
振
興
の
為
の
関
係
者
の
再
構
築

は
、
令
和
元
年
に
設
立
し
た
「
白
川
町

林
業
担
い
手
育
成
協
議
会
」
が
あ
り
、

白
川
町
森
林
組
合
を
中
心
と
し
た
林
業

関
係
者
が
集
ま
っ
て
お
り
、
各
種
研
修

に
よ
り
会
員
間
の
交
流
が
深
ま
り
、
協

力
し
て
木
材
生
産
を
行
っ
て
い
る
。
将

来
的
に
は
会
員
が
連
携
し
て
森
林
整
備

を
進
め
る
事
を
考
え
て
い
る
。
流
通
関

係
者
の
再
構
築
が
進
み
、
経
営
の
維

持
、
木
材
生
産
の
拡
大
が
見
込
め
る
事

が
で
き
れ
ば
、
行
政
と
し
て
更
な
る
林

業
振
興
支
援
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　
白
川
町
の
森
林
で
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト

事
業
を
森
林
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
活

用
し
民
有
林
の
森
林
経
営
に
活
か
し
、

少
し
で
も
森
林
所
有
者
に
利
益
の
還
元

を
考
え
る
事
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

森
林
組
合
と
関
係
す
る
林
業
事
業
者
の

連
携
を
再
構
築
し
、
白
川
町
の
森
林
振

興
に
生
か
す
こ
と
は
で
き
る
か
。

              

梶
浦
林
業
専
門
監               

答
　
白
川
町
で
は
、
町
有
林
を
対
象
と

し
て
「
東
農
ひ
の
き
と
白
川
茶
の
里
　

豊
か
な
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
平
成
23
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
吸

収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
申
請
し
、
過
去
の

間
伐
事
業
実
績
か
ら
５
８
６
ｔ
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
発
行
を
受
け
、
岐
阜
国
体
や
民

間
企
業
、
建
築
工
務
店
へ
販
売
し
、
そ

の
収
益
で
町
有
林
整
備
や
作
業
道
開
設

に
充
当
し
て
い
る
。

　
東
白
川
村
森
林
組
合
で
は
、
約
３
千

ｔ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
発
行
し
、
村
内
６

つ
の
森
林
経
営
計
画
組
合
に
分
配
し
林

道
、
作
業
道
の
修
繕
に
活
用
し
、
森
林

組
合
が
そ
の
道
路
を
利
用
し
て
木
材
搬

出
を
行
っ
て
い
る
。

　
白
川
町
森
林
組
合
で
は
、
J
ク
レ
ジ
ッ

問
白
川
ワ
ー
ク
ド
ッ
ト
協
同
組

合
に
つ
い
て

問
森
林
振
興
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
つ
い
て

問
　
４
月
か
ら
事
業
開
始
す
る
、
国

の
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
」
制
度
を
運
用
す
る
岐
阜
県
下
初

の
試
み
「
白
川
ワ
ー
ク
ド
ッ
ト
協
同

組
合
」
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い

佐
伯
副
町
長             

答
　
人
口
急
減
地
域
の
課
題
と
し
て
、中

小
企
業
者
等
で
は
担
い
手
や
雇
用
者
の

確
保
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。こ

の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、令
和
２
年
に
国

の
制
度
に
基
づ
き「
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合
制
度
」が
定
義
さ
れ
た
。こ

の
制
度
は
事
業
者
で
組
合
を
作
り
、労
働

者
派
遣
事
業
を
行
う
も
の
で
、地
域
全
体

で
複
数
の
事
業
者
の
繁
忙
期
の
仕
事
を

組
み
合
わ
せ
、年
間
を
通
じ
た
仕
事
を
作

り
出
し
、組
合
が
職
員
を
通
年
で
正
規
雇

用
し
た
う
え
で
、組
合
内
事
業
者
に
派
遣

す
る
仕
組
み
を
創
設
し
、担
い
手
の
確
保

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
白
川
町
で
も
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
要
因
に
よ
り

町
内
事
業
所
の
雇
用
確
保
や
事
業
継
承

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、こ
の
制
度
を
活

用
し
た「
白
川
ワ
ー
ク
ド
ッ
ト
協
同
組
合
」

に
よ
り
安
定
的
な
雇
用
環
境
と一定
の
給

与
水
準
を
確
保
し
た
職
場
を
作
り
出
し
、

白
川
町
内
外
の
人
材
を
呼
び
込
み
、各
事

業
者
の
事
業
維
持
が
図
れ
た
ら
よ
い
と

考
え
設
立
し
た
。

　
組
合
の
経
営
に
は
、国
と
町
の
補
助
が

あ
り
、令
和
４
年
度
は
、組
合
員
数
４
社
、

派
遣
労
働
者
３
名
を
雇
用
す
る
予
定
で
、

２
年
後
、令
和
６
年
度
に
は
組
合
員
数
20

社
、派
遣
労
働
者
１０
名
の
雇
用
を
考
え
て

い
る
。組
合
加
入
者
は
随
時
募
集
し
、派

遣
労
働
者
の
募
集
も
、組
み
合
わ
せ
に
よ

る
仕
事
を
構
築
し
た
う
え
で
、随
時
募
集

を
か
け
た
い
。尚
、組
合
加
入
に
は
従
業

員
５
人
以
上
の
場
合
、出
資
金
５
万
円
が

必
要
と
な
る
。派
遣
労
働
者
の
給
与
は一

人
当
た
り
２
４
０
万
円
程
度
を
確
保
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、派
遣
事
業
と
し
て
個
人
の
仕
事

を
請
負
う
白
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
、事
業
所
へ
派
遣
す
る
当
組
合
と

は
競
合
す
る
部
分
は
無
い
の
で
、連
携
を

と
っ
て
事
業
を
進
め
た
い
。

問
天
心
白
菊
の
塔
の
移
転
に

つ
い
て

問
　
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
国
道
41
号

上
麻
生
防
災
事
業
が
、多
く
の
方
の
要

望
活
動
が
実
っ
て
工
事
が
始
ま
っ
た
。こ

の
道
路
の
工
事
に
伴
っ
て
、天
心
白
菊
の

塔
は
、よ
い
い
ち
美
濃
白
川
へ
の
移
転
が

決
ま
っ
て
い
る
。そ
こ
で
上
麻
生
防
災
事

業
に
伴
う
今
回
の
移
転
に
つ
い
て
の
町

長
の
思
い
と
、今
後
の
町
の
防
災
強
化

に
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

              

細
江
町
長              

答
　
多
く
の
人
に
と
っ
て
、８・
１７
災
害

の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
く
、長
ら
く
白

川
町
は
、飛
騨
川
バ
ス
転
落
事
故
の
あ
っ

た
町
と
呼
ば
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。ご

存
じ
の
と
お
り
、天
心
白
菊
の
塔
は
、犠

牲
者
を
慰
霊
す
る
た
め
に
、町
と
遺
族

会
に
お
い
て
全
国
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
浄
財
を
活
用
し
て
建
立
し
た
施
設
で

あ
る
。

問
　
慰
霊
碑
、天
心
白
菊
の
塔
を
、よ
い

い
ち
美
濃
白
川
の
敷
地
内
に
移
設
さ
れ

る
に
あ
た
り
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
た
ご
寄
付
の
状
況
を
お
聞
き
し
た

い
。

細
江
町
長              

答
　
昨
年
１１
月
か
ら
、ふ
る
さ
と
納
税

の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

し
、今
年
の
２
月
末
ま
で
、白
菊
の
塔
移

転
事
業
へ
の
支
援
を
お
願
い
し
た
。こ
れ

ま
で
の
件
数
は
８９
件（
８５
人
）、金
額
と

し
て
は
、あ
わ
せ
て
１
，６
２
９
，８
１
８

円
を
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
。

　
事
故
当
時
の
お
話
と
と
も
に
、お
電

話
や
お
手
紙
等
で
、「
応
援
し
て
い
ま

　
遺
族
会
が
高
齢
化
し
た
こ
と
等
に
よ

り
解
散
さ
れ
て
い
る
今
、１
１
８
名
の
御

霊
の
鎮
魂
と
と
も
に
、事
故
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
な
い
よ
う
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
は
、町
の
責
務
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
現
在
、
よ
い
い
ち
美
濃
白

川
の
一
角
に
移
転
作
業
を
進
め
て
い

る
。
多
く
の
経
費
は
か
け
ら
れ
な
い

が
、
出
来
る
限
り
多
く
の
人
の
目
に

触
れ
、
そ
し
て
記
憶
に
残
る
よ
う

な
、
施
設
整
備
と
広
報
活
動
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
平
成
30
年
７
月
、令
和
２
年
７
月
そ

し
て
令
和
３
年
８
月
と
、立
て
続
け
に

白
川
町
河
岐
地
内
で
豪
雨
に
よ
る
浸

水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
短
い
周

期
で
想
定
を
超
え
る
災
害
が
続
く
中

で
、迅
速
か
つ
効
果
的
な
防
災
・
減
災

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
自
助
・
共
助
の
防
災
力
を
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、公
助
と
し
て

果
た
す
べ
き
上
麻
生
防
災
事
業
を
始
め

と
し
た
主
要
道
路
整
備
や
浸
水
対
策
に

つ
い
て
も
、引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、一
日
も
早
い
完
成
を
目
指

す
。54
年
前
の
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、子
ど
も
や
孫
た
ち
の
世
代

へ
、災
害
に
強
い
豊
か
な
ま
ち
を
残
し
て

い
け
る
よ
う
、最
大
限
努
力
し
て
い
く
。

たぐち もりや

田口守也 議員
いさじ まさる

伊佐治優 議員

林業担い手育成協議会研修の様子

す
」と
い
っ
た
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方

も
あ
り
大
変
感
激
し
、多
く
の
方
か
ら

ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

昭和４３年８月１７日から１８日にかけ、白
川町では時間雨量１００ミリを超える豪雨
が襲い、町内全域に未曽有の被害がもた
らされました。
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　民
法
改
正
に
よ
り
新
年
度
か
ら
成

人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。親
の
同
意
が
な
く
て
も
自
分
の

意
思
だ
け
で
様
々
な
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
訳
で
す
が
、成
人
し
た
ば

か
り
の
若
者
を
狙
っ
た
悪
徳
商
法
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
や
す
く
な
る
な
ど

の
心
配
が
募
り
ま
す
。ま
た
、女
性
の

婚
姻
開
始
年
齢
は
男
女
間
の
差
異
を

解
消
す
る
意
味
も
含
め
18
歳
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
男
女

と
も
18
歳
に
な
れ
ば
親
の
同
意
が
な

く
て
も
婚
姻
が
可
能
と
な
り
、高
校
生

同
士
が
自
分
の
意
思
だ
け
で
結
婚
す

る
ケ
ー
ス
も
現
実
的
に
考
え
ら
れ
教

育
現
場
で
の
混
乱
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　し
か
し
心
配
ば
か
り
し
て
い
て
は
い

け
ま
せ
ん
。本
来
の
目
的
は
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
中
18・19
歳
の
若
者
の
自

己
決
定
権
を
尊
重
し
積
極
的
な
社
会

参
加
を
促
す
意
味
が
あ
り
ま
す
。3

月
の
定
例
会
に
お
い
て
新
年
度
予
算

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
新
し
い

取
り
組
み
に
対
す
る
予
算
も
多
く
あ

り
、適
正
な
執
行
と
効
果
が
求
め
ら
れ

ま
す
。今
こ
そ
若
い
人
の
考
え
や
意

見
、行
動
が
必
要
で
す
。新
成
人
と
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
活
躍
と
ご
多
幸
を

祈
念
し
、併
せ
て「
ま
ち
づ
く
り
」へ
の

積
極
的
な
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　三
戸
勝
徳

　安全な自転車通学、合唱コンクール、佐見
歌舞伎など、輝かしい歴史と伝統を刻んでき
た佐見中学校は、令和4年3月25日閉校を迎
えました。閉校式の後半、全校生徒による合
唱が披露されました。佐見の夜空に輝く星の
ように、澄んだ歌声
が印象的でした。
　地域に見守られた
75年　ありがとう！
佐見中学校

表紙の写真は、「佐見中学校閉校式と白川中
学校・佐見中学校統合記念式典」の様子　　

１０日　議会運営委員会
１８日　可茂町村議会議長会
２２日　議会議員協議会
２５日　例月出納検査
２８日　白川町議会第１回定例会 (第１日 )
　　　　総務常任委員会

　１日　白川・東白川地域公共交通活性化協議会
　３日　予算決算審査常任委員会
　　　　白川町議会第１回定例会 (第２日 )
　４日　可茂地域一部事務組合議会定例会
　８日　町内中学校卒業式
１１日　白川町議会第１回定例会 (第３日 )
１４日～１５日　
　　　　予算決算審査常任委員会
１８日　白川町議会第１回定例会（第４日）
２３日　県議会議長会評議員会
２４日　町内小学校卒業式
　　　　例月出納検査
２５日　佐見中学校閉校式
２７日　白川町消防団入退団式

　１日　辞令交付式
　７日　町内小学校・中学校入学式
　　　　白川中学校・佐見中学校統合記念式典
１２日　クオーレふれあいの里安全・繁栄祈願祭
１４日　自治協議会長会議
１５日　議会議員協議会
２５日　例月出納検査
２７日　議会議員協議会

こ
の
広
報
誌
に
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。

表紙は語る

議会の動き（２月１日～４月31日）

2 

月

3 

月

４ 
月

 

　議会だよりに関するご意見やご要望が
ありましたら、　議会事務局（℡７２－１３１１
内線２９０）までご連絡ください。

　令和4年4月7日 白川中学校・佐見中学校
統合記念式典並びに白川中学校入学式が行
われました。
　両校が､地域の皆様方に支えられながら
築き上げてきた歴史と伝統を引き継ぎ､新た
な歩みを始めることになりました。今後も、
いっそう愛される学び舎となりますよう､期
待しています。

令和 4 年 5 月 1 日 14PB しらかわ議会だより No.203


